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市
で
は
、
平
成
23
年
12
月
に
策

定
し
た
「
西
脇
市
環
境
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
太
陽
光
発
電
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
を
推
進
し
た
り
、
環
境
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
提

供
し
た
り
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
月
か
ら
「
西
脇
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

 

西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
は

 　
西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、

電
気
使
用
量
の
削
減
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
へ
の
交
換
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
の

実
施
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
取

り
組
ん
だ
「
環
境
行
動
」
に
対
し

て
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
券
を
発
行
し
、

一
定
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
市

の
特
産
品
や
協
賛
企
業
が
提
供
し

た
景
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
無
理
な
く
楽
し
ん

で
環
境
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る

環
境
行
動
に
つ
い
て
、
3
ペ
ー
ジ

に
一
覧
を
ま
と
め
ま
し
た
。
抽
選

会
は
平
成
27
年
3
月
の
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
楽
し
く
エ

コ
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

川
と
田
園
風
景
、
そ
し
て
緑
の
山
々
…
。
西
脇
の
豊
か
な
自

然
を
未
来
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
で
は
〝
環
境
〞
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
7
月

か
ら
は
「
西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

一
緒
に
エ
コ
生
活
、
始
め
ま
せ
ん
か
？

「
西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」で
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を

「
西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」で
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を

未
来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

未
来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

「
西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」で
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を

未
来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

環
境
行
動
の
例

協
賛
事
業
者
を
募
集
中

　

西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
抽
選
会

に
お
け
る
景
品
を
提
供
い
た
だ
け

る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
お
よ
び
数
量
は
別
途
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
事
業
者
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

抽
選
会
場
で
社
名
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

生
活
環
境
課
（
市
役

所
内
線
3
9
3
）

エコポイント券

「西脇エコポイント制度」の仕組み

市（生活環境課）

段ボールコンポスト

原則として西脇市に居住する方が対象です。（No.4、5、6、11、12、13、14のメニューは西脇市外の方も可）     

緑のカーテン

抽選会

市　　民

協賛事業者

① 環境行動の報告

② エコポイント券の発行

③ 10ポイント
　 ごとに抽選

④ 特産品や
　 環境商品など

環境商品などの提供

開　催 P　R

西脇エコポイントの発行対象となる「環境行動」一覧表

電気使用量前年同月比のマイナス達成

LED照明への買い替え（上限２万円）

緑のカーテンの実施

かんきょう大学への入学

エコネットにしわきまたは市民エコ会議への入会

環境イベントへの参加

環境ポスターコンクールへの応募

うちエコ診断の受診

廃油の持ち寄り

エコ検定の合格

「西脇ファーマーズブランド」認証商品の購入

西脇市駅西駐車場の利用

西脇市駅西駐車場定期券の購入

ＪＲ・バス通勤定期券の購入

段ボールコンポストの実施

生ごみ処理機の購入

住宅用太陽光発電システム設置

住宅用太陽熱利用システム設置

エネファーム設置

エコウィル設置

家庭用蓄電池の設置

木質バイオマスストーブ設置

二重サッシ、複層ガラスへの交換

電気自動車、プラグインハイブリッド車の購入

１回

１回

１回

１回

１回

１回

１容器

１回

１回

１回

１回

１回

１回

１回

１回

1回

１回

１回

１回

１回

１台

１ヵ月分

1

10

10

10

1

10

10

1

10

1

1

10

10

10

10

30

30

30

30

30

30

30

50

市役所

市役所

市役所

市役所

会場配布

学校経由

受診時

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

LED照明を購入したことがわか
るレシート、領収書等の写し
緑のカーテンの写真（２枚）
※写真裏面に名前を記入

入学申込み

入会申込み

環境イベントへの参加

環境ポスターコンクールへの応
募

うちエコ診断へ申込み

廃食用油の入った容器

合格証の写し

認証マーク

レシート

定期券

通勤定期券

段ボールコンポストの写真（２枚）
※写真裏面に名前を記入
生ごみ処理機を購入したことがわか
る領収書と商品カタログ等の写し
太陽光発電システムを設置したこと
がわかる領収書と契約書等の写し

太陽熱利用システムを設置した
ことがわかる領収書と契約書等
の写し

エネファームを設置したことが
わかる領収書と契約書等の写し
エコウィルを設置したことがわ
かる領収書と契約書等の写し
家庭用蓄電池を設置したことが
わかる領収書と契約書等の写し
木質バイオマスストーブを設置したこと
がわかる領収書と商品カタログ等の写し
二重サッシまたは複層ガラスへ交換した
ことがわかる領収書と契約書等の写し

車検証の写し

・「電気ご使用量のお知らせ」（対
　前年同月比がマイナスになっ
　ているもの）
・はぴeみる電の場合は、対前
　年同月比がマイナスになって
　いることが確認できるページ
　の写し

上限２万円（１年で）、新築・
増築は×
１軒（１施設）につき１回、
事業所・団体も可
講座受講１回ごとに１ポイン
ト付与

対象とするイベントは別途案
内
環境ポスターコンクールの詳
細は別途案内

診断員が直接配布

開庁日のみの対応、休日持ち
込み分は対象外

西脇市内起点分、上限各１回
（１年で）

太陽熱を給湯又は空調等に利
用する設備で一般に販売され
ているもの（サンルーム、ビニ
ールハウス等を除く）

エネファームとして売り出さ
れているもの
エコウィルとして売り出され
ているもの
家庭用蓄電池として売り出さ
れているもの
ペレットストーブ、薪ストー
ブ

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26学生

H26入会

H26.7月以降

H26.7月以降分

H26.7月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

H26.4月以降分

上限10回（１年で）

上限１回（１年で）

１年で１回

規模関係なし

新築・増築は×

コンクール
応募作品

1,000円分
購入

認証マーク
５個

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

5 市役所 H26.4月以降分1

単位環 境 行 動 ポイント 引き換え 対　　象 備　　考提出書類等No
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環
境
問
題
に
取
り
組
む
、
市
生

活
環
境
課
の
池
田
智
幸
課
長
に
聞

き
ま
し
た
。

　
　
　

☆　
　

☆　
　

☆

　

私
た
ち
人
間
が
、
よ
り
豊
か
で

便
利
な
生
活
を
求
め
る
あ
ま
り
、

自
然
が
本
来
持
つ
回
復
力
以
上
に

資
源
を
採
取
し
た
こ
と
が
、
生
態

系
の
破
壊
や
地
球
の
温
暖
化
、
水

質
や
大
気
の
汚
染
な
ど
を
招
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
生
活
環
境
課
で

扱
っ
て
い
る
問
題
も
、
温
暖
化
対

策
な
ど
の
地
球
規
模
の
も
の
か
ら
、

近
所
の
ポ
イ
捨
て
や
野
焼
き
な
ど

身
近
な
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

西
脇
市
の
環
境
を
守
り
、
よ
り

良
い
も
の
と
し
て
将
来
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
や
地
域

等
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
環
境

に
配
慮
し
た
行
動
（
環
境
行
動
）

に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
環
境
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
…
と

い
う
思
い
で
創
設
し
た
の
が
、
7

月
か
ら
始
ま
る
「
西
脇
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
で
す
。

　

西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
発
行
対

象
と
な
る
「
環
境
行
動
」
に
は
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
実
施
や
環
境
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
な

ど
小
中
学
生
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黒
田
庄
和
牛
な
ど
の
特
産
品
や
エ

コ
商
品
な
ど
を
楽
し
み
の
一
つ
と

し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

電
気
自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
充
電
す
る

た
め
の
急
速
充
電
器
を
11
月
末

に
設
置
し
ま
す
。
普
通
充
電
器

の
場
合
で
、
例
え
ば
、
約
4
時

間
か
か
っ
て
い
た
充
電
時
間
が

15
分
か
ら
30
分
程
度
に
短
縮
さ

れ
ま
す
（
80
％
充
電
の
場
合
）。

　

設
置
場
所
は
、
西
脇
市
役
所

と
道
の
駅
北
は
り
ま
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
2
ヵ
所
で
、
電
気

自
動
車
等
の
利
用
者
は
、
ど
な

た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
方
法
お
よ
び
利
用
料
金
等

に
つ
い
て
は
、
今
後
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

電
気
自
動
車
等
の
普
及
促
進
に
向
け
て

誰
で
も
使
え
る
急
速
充
電
器
を
整
備

　

市
の
公
用
車
に
電
気
自
動
車

1
台
を
導
入
し
ま
し
た
。
現
時

点
で
は
電
気
自
動
車
の
公
用
車

配
備
は
北
播
磨
で
1
台
の
み
。

　

満
充
電
状
態
か
ら
の
走
行
距

離
は
約
1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
す
。
西
脇
市
の
市
木
サ
ク
ラ

や
市
花
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
花
び
ら

が
舞
う
親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入

 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
を
目
指
し
て
電
気
自

動
車
等
の
普
及
を
後
押
し
す
る
た
め
、
電
気
自
動
車
等

の
急
速
充
電
器
２
基
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
公
用
車

に
電
気
自
動
車
１
台
を
導
入
し
、
今
後
、
啓
発
活
動
な

ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

環
境
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
組

織
「
エ
コ
ネ
ッ
ト
に
し
わ
き
（
西

脇
環
境
づ
く
り
市
民
会
議
）
」
の

遠
藤
行
博
副
代
表
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
　
　

☆　
　

☆　
　

☆

　

昨
年
5
月
に
発
足
し
た
「
エ
コ

ネ
ッ
ト
に
し
わ
き
」
は
、
西
脇
の

環
境
を
守
り
育
て
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
民
主
体
の
団
体
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
参

加
し
て
お
り
、
い
つ
も
楽
し
く
勉

強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

 「
ヤ
サ
イ
ク
ル
」
に
注
目

 　
「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。
段
ボ
ー
ル
箱
の

中
に
ピ
ー
ト
モ
ス
と
い
う
園
芸
用

土
と
燻
炭
を
入
れ
た
だ
け
の
簡
易

な
生
ご
み
処
理
容
器
の
こ
と
で
、

家
庭
か
ら
毎
日
出
る
生
ゴ
ミ
を
減

ら
せ
ま
す
。
で
き
た
堆
肥
を
使
っ

て
、
ま
た
野
菜
を
作
る
か
ら
「
ヤ

サ
イ
ク
ル
」
。
夏
場
は
3
〜
4
ヵ

月
使
え
て
、
臭
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
菜
の
端
切
れ
な
ど
が
数
日
の
う

ち
に
分
解
さ
れ
る
の
を
見
て
い
る

と
「
自
然
の
力
っ
て
す
ご
い
」
と

素
直
に
感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　

☆　
　

☆　
　

☆

　

環
境
に
過
度
の
負
荷
を
か
け
る

大
量
消
費
型
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
て
、
「
本
当
の
豊
か
さ
」

に
つ
い
て
考
え
る
人
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
人
間
も
自
然
の
一
部
。

西
脇
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
ス
タ

ー
ト
を
き
っ
か
け
に
、
楽
し
み
な

が
ら
エ
コ
に
取
り
組
む
人
が
増
え

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

■節電をお願いする期間
　７月１日～９月30日までの平日の午前９時～午後
８時まで （８月13日～15日を除く）

■家庭における節電のポイント
・「無駄な電気を減らす」「機器の使用時間をずらす」
　「電気使用量の少ない機器に切り替える」がポイン
　トです
・午後１時～４時の節電が特に重要です
・体調には十分配慮し、無理のない範囲での節電をお
　願いします

■具体的な取組例
・室温28度を心がけ扇風機を活用する
・エアコンや掃除機のフィルターをこまめに掃除する

・日中は不要な照明を消す
・緑のカーテンやすだれなどで窓からの日差しを和ら
　げる
・テレビ画面の輝度を下げ、必要なとき以外は消す 
・電化製品のスイッチはこまめに切る
・長時間使用しない機器のコンセントは抜いておく
・冷蔵庫に詰め込み過ぎず、扉の開け閉めは最小限に
・洗濯物はまとめて洗い、乾燥機はなるべく使わない
・電化製品を購入するときは省エネタイプを選ぶ
・水や湯を出しっ放しにしない
・生活を朝型にし照明の使用を控える

■問合せ
　生活環境課（市役所内線393）

生活環境課　池田智幸課長
　
　生活環境課では“環境”をキーワードにし
たまちづくりの一環として、ゴーヤなどで作
る「緑のカーテン大作戦」や、市民団体によ
る「環境美化パトロール」などを展開してい
ます。また、公共施設への太陽光発電設備の
設置を推進するなど、多方面から環境問題に
取り組んでいます。

エコネットにしわき副代表　遠藤行博さん
　
　「エコネットにしわき」には、自然環境部
会、環境教育部会、環境経済部会の３つの部
会があります。遠藤さんが所属する自然環境
部会では、「ポイ捨てなくし隊」として市内
５カ所の不法投棄を見回ったり、管理の行き
届かない竹林から伐採した竹で作った竹炭の
活用方法を紹介したりと、精力的に取り組ん
でいます。

本当の豊かさってなんだろう
ご家庭で環境問題に

関心を持ってもらえたら

環境啓発などにも活躍予定 急速充電器（イメージ）

く
ん
た
ん



保険料額
（年額）

（上限57万円）

均等割額

47,603円

所得割額
＋＝
（※総所得金額等－33万円）

×所得割率9.70％

軽減割合
（軽減後均等割額：年額）

基礎控除額（33万円）＋24.5万円×被保険者の数

８.５割（7,140円）

基礎控除額（33万円）＋45万円×被保険者の数

５割（23,801円）

２割（38,082円）

９割（4,760円）

上記以外

基礎控除額
(33万円）

被保険者全員の各所得が０円
※年金所得は控除額を80万円
　として計算

総所得金額等（被保険者全員＋世帯主）
が次の基準以下の世帯

6広報にしわき　平成26年7月号広報にしわき　平成26年7月号7

 西脇市では、男女が共に輝く社会の実現を目指して
「男女共同参画審議会」を設置します。「西脇市男女
共同参画基本プラン」の策定等について市民の皆さん
から幅広く意見をいただき審議するため、市民を代表
する委員を募集します。
◆会議の内容　「西脇市男女共同参画基本プラン」の 
　策定（改定）、施策の実施状況の検討など
◆募集人数　３人以内
◆募集期間　７月１日（火）～20日（日）
◆任　　期　委嘱の日から２年間
◆応募資格
①市内に在住または在勤の満18歳以上の方
②平日に開催の２時間程度の会議に出席できる方
　（年２回程度開催）
③本市の他の審議会等の委員でない方

◆報　　酬
　１開催につき3,700円（３時間未満）
◆応募方法
　所定の応募用紙を持参、郵送、ファックスまたは電
子メールのいずれかで提出してください。
※持参の場合は月曜日を除きます。
※応募用紙は総合市民センターにあります。また、市
　ホームページからダウンロードできます。
◆選考
　応募書類より選考し、結果は応募者全員に通知しま
す。
◆応募・問合せ
　〒677-0015　西脇市西脇790-15
　生涯学習課（☎22-5996／　22-6015／
　　manavita@city.nishiwaki.lg.jp）

　西脇市では、平日の午前６時50分と午後６時50分、日
曜日・祝日の午前８時と午後６時50分に、防災行政無線
で行政情報をお伝えしています（緊急放送は除きます）。
　その時間にご不在であったり、聞き逃したり、また、内
容をもう一度確認したいという方に、携帯電話等のメール
を利用して、放送内容をお伝えするサービスを提供してい
ます。
　ご利用には簡単な登録手続きが必要です。右記の手順で
ご登録をお願いします。
　なお、このサービスは行政情報をお届けすることを目的
としています。気象警報や不審者情報、火災情報などの緊
急情報は、「にしわき防災ネット」をご利用ください。

  
「にしわき情報メール便」への登録を
 
　メールを受け取るには、メール配信サービス「にし
わき情報メール便」への登録が必要です。市ホームペ
ージからメールアドレスを登録し、画面の指示に従っ
て入力をお願いします。「カテゴリの選択」では「西
脇市お知らせメール」を選んで決定してください。
■問合せ　秘書広報課（市役所内線207）

■URL　http://www.nishiwaki.lg.jp/topics/mail.html

　後期高齢者医療保険加入者が負担する保険料額は、前
年の所得に応じて計算されます。７月中旬に平成26年
度保険料額決定通知書をお送りしますのでご確認くださ
い。また、７月下旬に新しい被保険者証を簡易書留郵便
で送付します。受け取りには印鑑が必要です。現在お使
いの保険証の有効期限は７月31日です。８月１日から
は新しい保険証を医療機関等の窓口で提示してください。
◆問合せ
　市民課医療担当　（市役所内線252・318）◇兵庫県
　後期高齢者医療広域連合事務局（☎078-326-2021）
　
平成26年度・27年度の保険料の計算方法　
　
　年間の保険料は一人ひとりが等しく負担する「均等割
額」と前年の所得に応じて負担する「所得割額」の合計
となります。なお、保険料額（年額）の上限が55万円
から57万円に変更されました。

※総所得金額等＝収入額から控除額（公的年金等控除額、給
　与所得控除額、必要経費）を引いた金額（社会保険料控除、
　扶養控除などの所得控除は含みません）

　
保険料軽減対象世帯と軽減割合　
　
①均等割額
　
　

※65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得
　の範囲内で最大15万円を控除し、軽減判定されます。
②所得割額
　所得割額算定にかかる所得（総所得金額等－基礎控除
額33万円）が58万円（年金収入のみの場合は211万円）
以下の方は所得割額が５割軽減されます。
　
被扶養者だった方の軽減措置
　
　制度加入前日に全国健康保険協会（協会けんぽ）、健
康保険組合、共済組合などの被扶養者だった方は、所得
割はかかりません。均等割額は本来５割軽減ですが、特
例措置により９割軽減されます。
※国民健康保険・国民健康保険組合に加入の方は対象外

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

保険料額決定通知書を送付します保険料額決定通知書を送付します 　

兵
庫
県
で
は
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
善
意
の
日
」
と
定
め
て
お
り
、

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
、
市
内
で
も
多
く
の
団
体
が
美
化
活
動
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
善
行
を
続
け
る
個
人
・
団
体
を
対

象
と
し
て
「
善
意
の
日
」
に
市
民
さ
わ
や
か
賞
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
受
賞
者
２
個
人
・
４
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
さ
わ
や
か
賞
を
贈
呈

防災行政無線の放送
がメールで届きます

受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

・
荒
木
明
巳
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
黒
田
庄
町
小
苗
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
自
ら
の
土
地

に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
て
、
地

元
の
子
ど
も
会
に
イ
モ
掘
り
の
場

を
提
供
し
、
収
穫
の
喜
び
や
農
業

の
面
白
さ
を
体
験
さ
せ
る
な
ど
文

化
の
伝
承
と
地
域
の
ふ
れ
あ
い
づ

く
り
に
貢
献

・
清
水
政
光
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
板
波
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
板
波
町
の
Ｊ

Ｒ
加
古
川
線
沿
い
の
桜
並
木
周
辺

の
草
刈
り
や
清
掃
の
美
化
活
動
を

続
け
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献

・
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
く
ふ
く

　
　
　
（
代
表
：
山
本
幸
子
さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
季
節
感

を
大
切
に
し
た
手
作
り
の
お
弁
当

を
提
供
し
、
支
え
合
う
ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

・
配
食
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
代
表
：
大
﨑
夏
子
さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
お

弁
当
の
配
達
と
見
守
り
を
通
し
て
、

支
え
合
う
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献

・
西
脇
市
い
け
ば
な
協
会

　
　
　
（
代
表
：
古
丸
健
甫
さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
ホ
ー

ル
に
四
季
折
々
の
花
を
生
け
、
訪

れ
る
市
民
に
さ
わ
や
か
な
印
象
を

与
え
、
心
和
む
明
る
い
環
境
づ
く

り
に
貢
献

・
八
日
町
見
守
り
隊

　
　
　
（
代
表
：
城
口
孝
子
さ
ん
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
自
宅
訪
問
や

世
話
な
ど
の
見
守
り
活
動
を
通
し

て
、
支
え
合
う
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献

市民さわやか賞表彰式（６月２日、生涯学習まちづくりセンター）

保険料額決定通知書を送付します

西脇市男女共同参画審議会委員を募集します



西脇多可休日急患センター
◆ところ　西脇市下戸田652-1
　　　　　西脇病院救急外来室
◆診察日　日曜日（年末年始を除く）
　　　　　午前9時～午後5時
◆問合せ　☎23－5380
○病状やけがの様子など電話であらかじめご連
　絡ください。電話が混みあいご迷惑をおかけ
　することがありますが、しばらくしてからお
　かけ直しください。
○必ず健康保険証を持参ください。

 
※西脇市多可郡医師会の医師が交代で、入院を必
　要としない内科系の軽症患者の診察を行います。

7月の出務予定医師
７月　６日(日)
７月13日(日)
７月20日(日)
７月27日(日)

冨原　　均　　先生
上田　久美　　先生
天野　昌彦　　先生
冨田　誠人　　先生

　

西
脇
病
院
で
は
2
0
0
7
年
の
11
月
か
ら
放
射
線
治
療
を
開
始
、
今

年
4
月
ま
で
の
間
に
約
7
0
0
人
の
方
の
治
療
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

放
射
線
治
療
は
怖
い
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
医
学
や
技
術
の

進
歩
と
共
に
放
射
線
治
療
の
分
野
も
非
常
に
進
歩
を
し
て
い
ま
す
。
放

射
線
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
技
術
革
新

の
結
果
、
非
常
に
小
さ
な
範
囲
で
厳
密
な
照
射
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

②
が
ん
の
周
り
の
正
常
な
組
織
は
大
き
く
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
治
療
が

で
き
副
作
用
が
最
小
限
に
押
さ
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
③
臓
器
等

を
切
除
す
る
こ
と
か
ら
く
る
ダ
メ
ー
ジ
や
後
遺
症
が
な
い
。
④
治
療
そ

の
も
の
に
痛
み
や
苦
し
み
が
伴
わ
な
い
。
⑤
1
回
の
治
療
が
5
分
程
度

と
通
院
で
治
療
が
行
え
る
の
で
日
常
生
活
を
維
持
し
な
が
ら
治
療
で
き

る
場
合
が
多
い
。
⑥
手
術
や
化
学
療
法
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
⑦
体
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ず
に

疼
痛
な
ど
の
症
状
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
放
射
線
治
療
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
正
常
の
組
織
に
も
多
少
は

放
射
線
が
当
た
り
ま
す
の
で
当
然
そ
れ
に
伴
う
副
作
用
は
起
こ
り
ま
す
。

副
作
用
に
は
治
療
中
に
起
こ
る
急
性
の
放
射
線
障
害
と
治
療
後
に
起
こ

る
晩
発
性
障
害
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
放
射
線
治
療
の
障
害
は
基
本

的
に
放
射
線
の
当
た
っ
た
場
所
に
し
か
起
こ
り
ま
せ
ん
。「
胸
に
放
射

線
を
当
て
た
か
ら
と
い
っ
て
髪
の
毛
が
抜
け
た
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
急
性
の
放
射
線
障
害
は
一
種
の
炎
症
で
す
の
で
時
間

が
た
つ
と
症
状
が
き
れ
い
に
消
え
て
い
く
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
晩

発
性
障
害
は
治
療
後
数
ヵ
月
か
ら
で
て
く
る
症
状
で
す
。

　

研
究
に
よ
り
組
織
の
放
射
線
に
耐
え
ら
れ
る
線
量
が
詳
し
く
分
か
っ

て
き
ま
し
た
の
で
晩
期
の
副
作
用
は
大
変
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
バ
ン
ザ
イ
103

西
脇
病
院
の
医
師
が
健
康
や
病

気
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

ボランティアの輪

◆問合せ　西脇小児医療を守る会
　　　　　☎090－8538－1337　石井
　　　　　http://www.kodomonomirai.com
　　　　　info@kodomonomirai.com

　
▼
看
護
局
か
ら
▲

　　
い
つ
も
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
、
日
々
の
看

護
に
心
を
込
め
て
、
病
と
闘
っ
て

お
ら
れ
る
方
の
健
康
の
回
復
に
向

け
て
精
一
杯
に
療
養
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
4
月
に
、
同
じ
志
を
持
つ
、

18
名
の
仲
間
（
看
護
師
）
が
西
脇

病
院
に
就
職
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
仲
間
の
育
成
は
、
厚

生
労
働
省
が
提
示
し
た
「
新
人
看

護
職
員
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

基
に
、
新
人
看
護
師
教
育
体
制
を

充
実
さ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
か
ら
、
社
会
人
、
組
織
人

へ
と
変
容
し
て
行
く
重
要
な
時
期

で
す
。
そ
の
1
年
間
の
育
成
に
関

わ
る
の
は
、
本
当
に
力
が
要
り
ま

す
。
し
か
し
、
採
用
者
の
育
成
は
、

「
基
本
的
に
全
職
員
で
行
う
」
と

い
う
考
え
方
で
、
入
職
時
の
集
合

研
修
に
は
、
看
護
局
・
事
務
局
・

医
療
技
術
局
・
西
脇
市
教
育
委
員

会
・
広
報
研
修
委
員
会
な
ど
大
勢

の
職
員
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
医
師
・
看
護
師
・
医
療
技

術
職
員
が
和
や
か
な
雰
囲
気
で
受

講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
全
職
員
が
、「
患

者
さ
ま
が
元
気
に
な
ら
れ
る
こ

と
」「
笑
顔
を
見
る
こ
と
」
そ
し

て
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
を
力

の
源
と
し
て
、
大
切
に
し
な
が
ら

「
相
手
を
思
い
や
る
心
で
、
支
え

合
い
認
め
合
っ
て
」
成
長
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
人
ひ
と
り

が「
地
域
の
医
療
・
看
護
を
支
え

る
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、

地
域
の
健
康
と
命
を
守
る
こ
と
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
▼
西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』▲

 　
毎
月
１
回
、
西
脇
病
院
医
師
に

よ
る
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
（
参
加
費
は
無
料
）。

▼
と
き　

7
月
28
日（
月
）

　

午
後
3
時
〜
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂（
2
階
）

▼
講
師　

眼
科
医　

板
谷　

浩
志

▼
演
題　

糖
尿
病
網
膜
症

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課

　
（
病
院
内
線
3
6
6
）

　
▼
薬
剤
部
か
ら
▲

　
最
新
の
糖
尿
病
治
療
薬
に
つ
い
て

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

2
型
糖
尿
病
に
こ
れ
ま
で
な
か

っ
た
新
し
い
治
療
薬
が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。

　

腎
臓
は
血
液
を
ろ
過
し
、
血
液

中
の
老
廃
物
や
異
物
、
不
要
な
水

分
を
尿
と
し
て
排
せ
つ
し
ま
す
。

糖
や
ア
ミ
ノ
酸
と
い
っ
た
栄
養
物

は
ろ
過
さ
れ
や
す
い
た
め
、
い
っ

た
ん
は
ろ
過
さ
れ
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
が
体
内
へ
再
吸
収
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
、
糖
の
再
吸
収
を
助
け
る

役
割
を
す
る
の
が
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
2
と

い
う
タ
ン
パ
ク
質
で
す
。
こ
の
Ｓ

Ｇ
Ｌ
Ｔ
2
の
働
き
を
阻
害
す
る
働

き
を
持
つ
の
が
新
し
い
治
療
薬
で

す
。

　

糖
の
再
吸
収
を
抑
え
る
こ
と
で

体
内
へ
戻
る
糖
の
量
を
少
な
く
し
、

過
剰
な
糖
を
尿
中
に
排
せ
つ
し
ま

す
。

　

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
血
中
の

糖
が
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
血

液
中
の
過
剰
な
糖
を
体
外
に
排
出

す
る
こ
と
で
血
糖
降
下
作
用
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
糖
尿
病
の
治
療
の
基

本
は
食
事
療
法
、
運
動
療
法
で
す
。

今
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
薬
剤

だ
け
に
頼
ら
ず
健
康
的
な
生
活
を

送
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
糖
尿
病
教
室
の
お
知
ら
せ
▲

 「
知
っ
て
得
す
る　

し
・
め
・
じ
」

　

合
併
症
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
25
日（
金
）

　

午
後
2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂（
2
階
）

▼
持
ち
物　

糖
尿
病
手
帳

▼
問
合
せ　

内
科

　
（
病
院
内
線
5
3
5
）

　
▼
は
な
み
ず
き
の
会
▲

 　
乳
が
ん
に
つ
い
て
話
し
、
と
も

に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

7
月
26
日（
土
）

　

午
後 

2
時
〜
4
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂（
2
階
）

▼
対
象　

乳
が
ん
経
験
者
お
よ
び

　

そ
の
家
族

▼
内
容　

交
流
会
、
お
よ
び
理
学

　

療
法
士
に
よ
る
「
リ
ハ
ビ
リ
体

　

操
」

▼
費
用　

会
員
は
無
料
、

　
　
　
　

非
会
員
は
5
0
0
円

▼
問
合
せ　

地
域
医
療
連
携
室

　
（
☎
22‐8
2
7
0
）

　
▼
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▲

　　
富
永
信
義
さ
ん
の
色
紙
画
と
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
1
日（
火
）〜
31
日

（
木
）

▼
と
こ
ろ　

西
脇
病
院
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ　

経
営
管
理
課

　
（
病
院
内
線
3
6
3
）

　
▼
地
域
で
研
修
医
を
応
援
▲

　　
西
脇
市
商
業
連
合
会
で
は
、
西

脇
病
院
が
北
播
磨
北
部
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、
活
気
を
も
っ
て

発
展
す
る
よ
う
に
と
、
毎
年
西
脇

病
院
に
着
任
す
る
臨
床
研
修
医
の

活
動
を
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。
5

回
目
と
な
る
今
回
は
、
藤
本
幸
生

会
長
か
ら
新
た
に
着
任
し
た
研
修

医
3
人
に
対
し
「
へ
そ
の
街
に
し

わ
き
共
通
商
品
券
」
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

西
脇
病
院

西
脇
病
院

西
脇
病
院

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す

（
☎
22‐0
1
1
1
）　http://nshp.jp/
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放
射
線
治
療
に
つ
い
て

放
射
線
科
部
長

　
　
　
　
　

坂
口　

俊
也

西脇小児医療を守る会コラム　71

　5月13日に子育て学習センターで「H26年度子
育てボランティア交流会」が行われました。
　毎月親子で交流されている市内各地区のグルー
プや、健康劇や読み聞かせなどを行う子育ての先
輩ママさんグループなど、たくさんのボランティ
アサークルが集まりました。守る会は少し有名に

なったペープサート
の「キャサリン」と
一緒に今までの活動
や、病院にかかる時
の参考冊子などを紹
介しました。
　“明るく子育てし
やすいまち西脇市に
しよう”と動き出し

た輪がどんどん広がり大きな輪になってきている
と感じました。これまでのつながりを大切に、こ
れからもこの輪を守り続けていきたいです。
【お知らせ】7月19日（土）に西脇病院フェスタが開
催されます。皆さん一緒に楽しみましょう！

▲子育てボランティア交流会

▲贈呈式の様子（5月23日）

▲研修の様子

と
う
つ
う



好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

「
あ
り
が
と
う
３
周
年
」
北
は
り
ま
旬
菜
館

〜

〜 71

市
で
は
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
通
じ
て
、

市
内
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
、
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

西脇市消費生活センター

No.106
　光回線電話の勧誘にご注意を

今、この時を輝いて生きる
̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

あ
ぐ
り
コ
ラ
ム

☎22-3111（生活環境課内）

播
州
織
の
海
外
進
出
に
尽
力
し
た

吉
田
多
郎
氏
の
足
跡
を
辿
っ
て

播
州
織
は
、
寛
政
4
年
（
1
7

9
2
年
）
年
に
比
延
庄
村
の
宮
大

工
飛
田
安
兵
衛
翁
が
京
都
西
陣
か

ら
織
物
技
術
を
持
ち
帰
っ
た
の
が

起
源
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
海
外
進
出
に
尽
力
し
た
の

が
、
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

前
身
「
兵
庫
県
工
業
試
験
場
西
脇

分
場
」
の
第
2
代
分
場
長
を
務
め

た
吉
田
多
郎
氏
で
す
（
大
正
11
年

か
ら
12
年
間
）。
吉
田
氏
は
、
エ

ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
、
香
港
な
ど
の

市
場
開
拓
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
月
下
旬
、
横
浜
市
か
ら
吉
田

氏
の
88
歳
に
な
る
息
子
さ
ん
と
お

孫
さ
ん
ら
が
氏
の
足
跡
を
辿
っ
て

西
脇
市
を
訪
れ
、
郷
土
資
料
館
で

開
催
中
の
「
播
州
織
見
本
展
」
を

ご
覧
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
播
州

織
を
手
に
亡
き
お
父
さ
ま
を
懐
か

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

普
段
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い

で
す
が
、
先
人
の
英
知
と
努
力
の

上
に
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
た

こ
と
を
誇
れ
る
「
西
脇
市
」
を
と

も
に
創
り
、
子
や
孫
た
ち
の
世
代

に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

7
月
に
な
り
暑
さ
が
増
し
て
き

ま
し
た
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

市
場
開
拓
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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西
脇
小
学
校
の
木
造
校
舎
は
、

県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指

定
（
平
成
20
年
3
月
28
日
指
定
）

さ
れ
て
お
り
、
景
観
的
価
値
を
有

す
る
と
と
も
に
、
卒
業
生
だ
け
で

な
く
地
域
に
と
っ
て
も
愛
着
の
あ

る
建
物
で
す
。
し
か
し
、
建
築
後

約
70
年
が
経
過
し
て
お
り
、
耐
震

診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
校
舎
を

安
全
な
施
設
と
す
る
た
め
の
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
木
造
校
舎
に
つ
い
て
は
、

費
用
面
や
管
理
運
営
面
だ
け
で
な

く
、
景
観
や
地
域
共
生
な
ど
の
観

点
か
ら
も
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
西
脇
小

学
校
校
舎
基
本
計
画
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
校
舎
の
整
備
と
将
来

計
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
専
門
部
会
で
保
存
に
関

す
る
技
術
的
検
討
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
、
検
討
委
員

会
、
専
門
部
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
西
脇
小
学

校
児
童
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

平
成
26
年
12
月
ご
ろ
を
め
ど
に
、

全
面
保
存
、
一
部
保
存
、
建
て
替

え
の
方
向
付
け
を
行
い
、
検
討
委

員
会
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

学
校
園
施
設
の
耐
震
化

 　
学
校
園
の
非
木
造
施
設
の
耐
震

化
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
結
果

に
基
づ
い
た
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
末
で

耐
震
化
率
は
92
・
6
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
、
重

春
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
化

工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
耐
震
化

率
は
94
・
4
％
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
非

構
造
部
材
（
屋
内
運
動
場
等
の
吊

天
井
お
よ
び
照
明
等
）
の
耐
震
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
施

設
の
耐
震
化
、
西
脇
小
学
校
木
造

校
舎
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

西
脇
市
立
北
は
り
ま
農
産
物
直

売
所
「
北
は
り
ま
旬
菜
館
」
は
、

循
環
型
農
業
の
推
進
と
と
も
に
地

産
地
消
、
地
元
農
家
の
育
成
な
ど

を
目
的
に
、
平
成
23
年
7
月
8
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
農
家
も
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
の
生
産
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
、
旬
の
野
菜
も
長
い
期
間
味
わ

え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
生
産

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
産
品
化
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
冬
の
「
子
持
ち

高
菜
」、
春
の
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」、

夏
秋
の
「
イ
チ
ジ
ク
」
も
順
調
に

収
量
が
増
加
し
、
北
は
り
ま
旬
菜

館
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

市
内
出
荷
者
は
1
0
4
名
（
4

月
１
日
現
在
）。
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ

ラ
ン
ド
」
も
順
調
に
栽
培
品
目
を

増
や
し
、
引
き
続
き
安
全
で
安
心

な
地
元
農
産
物
を
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

7
月
5
日（
土
）、
6
日（
日
）に

3
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
左
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

家
族
で
西
脇
の
旬
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

　

ポ
イ
ン
ト
5
倍
▽
西
脇
多
可
つ

た
の
会
（
5
日
の
み
）
▽
ピ
ザ
を

作
っ
て
み
よ
う
（
北
は
り
ま
地
域

づ
く
り
応
援
団
）
5
0
0
円
（
5

日
の
み
）
▽
ち
び
じ
ゃ
が
・
ち
び

た
ま
ね
ぎ
詰
め
放
題
39
円
▽
キ
ャ

ベ
ツ
焼
き
▽
手
づ
く
り
市
（
市
内

在
住
出
店
希
望
者
は
北
は
り
ま
旬

菜
館
ま
で
）
な
ど

西脇小学校木造校舎の外観西脇小学校木造校舎の外観西脇小学校木造校舎の外観

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で
き
る
よ
う
教

育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
耐
震

化
工
事
を
進
め
た
結
果
、
非
木
造
校
舎
等
の
耐
震
化
率
は

94
・
4
％
と
な
る
見
込
み
で
す
（
平
成
26
年
度
末
）。
ま
た
、

西
脇
小
学
校
木
造
校
舎
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
校
舎
の
整
備
と
将
来
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　大手電話会社を名乗り「光回線にすれば電
話料金が安くなる。この地区はすべてのお宅
が工事をしている。光回線に変えないと今の
電話やインターネットが使えなくなる」など
と勧誘し、強引な契約を行うケースが増加し
ています。
　電気通信サービスには、安さや無料を強調
し消費者の理解が不十分なまま契約に至るケ
ースが多い傾向にあります。しかし、電気通
信事業法にはクーリング・オフの規定がなく、
訪問販売や電話勧誘販売であっても契約解除
できません。契約書面がなくても、口頭のみ
で契約が成立します。解約を希望しても高額
な解約料を請求されるケースがあります。事
業者によっては、事前無償契約解除制度を設
けている場合もあります。
　勧誘されてもすぐに了承せず、契約内容や
利用料金、解約条件等を確認し、必要がなけ
ればきっぱり断ることが重要です。困った時
は早めに消費生活センターにご相談ください。
※光回線…光ファイバーを使った通信回線で、高速
　・高画質のインターネット接続ができる。利用す
　るには、工事費や光回線使用料、インターネット
　のプロバイダ料金、光電話の基本料金と通話料な
　どが必要になる。
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西
脇
市
長　

片
山
象
三

西
脇
を
元
気
に
!!

播州織の見本帳を手にお父様を懐かしむ
近藤光輔さん

兵庫県繊維工業指導所『創立60周年記
念誌』を贈呈

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
感
じ
た
こ
と

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
室
コ
ラ
ム

69

　

5
月
24
日（
土
）、
三
木
総
合
防

災
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第
8
回

兵
庫
県
障
害
者
の
じ
ぎ
く
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
陸
上
競
技
の
部
で
、
西

脇
市
チ
ー
ム
が
2
度
目
の
総
合
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
汗
ば
む
陽

気
の
中
、
選
手
は
一
生
懸
命
競
技

し
、
多
く
の
選
手
が
自
己
記
録
を

更
新
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

伴
走
者
と
と
も
に
力
の
限
り
に

競
技
す
る
姿
、
車
い
す
で
懸
命
に

走
る
姿
な
ど
、
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
姿
は
た
い

へ
ん
さ
わ
や
か
で
感
動
的
で
し
た
。

ま
た
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
の
選
手
に
温
か
い
声
援
が
送
ら

れ
、
会
場
全
体
に
一
体
感
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

身
近
で
選
手
の
活
躍
を
目
の
当

た
り
に
し
、
多
く
の
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
の
50

メ
ー
ト
ル
走
で
は
、
音
を
鳴
ら
す

こ
と
に
よ
り
、
選
手
に
走
る
方
向

を
知
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
コ
ー
ス
を
間

違
う
こ
と
な
く
走
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
選
手

に
は
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
に

よ
り
競
技
の
こ
と
を
説
明
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特

性
に
合
わ
せ
、
選
手
一
人
ひ
と
り

が
競
技
し
や
す
い
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
支
援
の
内
容
や

方
法
が
年
々
細
か
く
工
夫
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
障
害

が
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
気
持
ち
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る

こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成
25

年
6
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
律
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が

困
っ
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
人
の

障
害
に
合
っ
た
工
夫
や
や
り
方
を

し
て
い
く
必
要
性
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

2
0
2
0
年
に
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
整
備
が

さ
ら
に
進
み
、
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
気
持
ち
よ
く
汗
を
流
せ
、

夢
や
希
望
の
持
て
る
社
会
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

先
月
下
旬
、
横
浜
市
か
ら
吉
田

兵庫県繊維工業指導所『創立60周年記



あそびの広場（7月）
　子どもたちに、手遊びや読み聞か
せなどを行います。どなたでも参加
できます（10時～正午）。
○あいあいランド
　  3日（木）おしゃべり広場
　  4日（金）ベビーの広場
　12日（土）ふぁみりープログラム
　26日（土）ふぁみりープログラム
　（総合市民センター２階）
　☎22－4150
○へそっこランド
　28日（月）ベビーの広場
　（黒田庄福祉センター３階）
　☎28－5702
◆問合せ　子育て学習センター
　（☎28－5702／　28－5703）

　

3
歳
と
1
歳
に
な
る
女
の
子
の

父
親
で
す
。
仕
事
柄
、
帰
宅
の
時

間
は
不
規
則
で
、
平
日
の
ほ
と
ん

ど
を
妻
に
任
せ
っ
き
り
で
す
。
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
が
少
な

い
中
で
、
父
親
と
し
て
私
が
娘
に

で
き
る
こ
と
は
、
口
癖
の
よ
う
に

「
あ
い
さ
つ
し
な
さ
い
」
と
言
う

こ
と
で
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

私
が
あ
い
さ
つ
に
こ
だ
わ
る
の

に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
週
末
に

子
ど
も
と
買
い
物
に
出
か
け
た
と

き
の
こ
と
。
す
れ
違
う
中
学
生
や

高
校
生
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
年
代
の
子
は
面
識
の
な
い
親
子

連
れ
な
ど
無
視
す
る
も
の
と
決
め

つ
け
て
い
た
だ
け
に
、
と
て
も
驚

き
、
清
々
し
い
気
分
に
な
り
ま
し

た
。
う
ち
の
子
も
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
元
気
よ
く
返
し
て
く
れ
た

の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
西
脇

の
中
学
生
や
高
校
生
に
大
人
の
私

が
教
育
し
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
た

瞬
間
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
娘
に

も
、
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
で
き
る

人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
、
他
人
を

さ
り
げ
な
く
気
遣
っ
た
り
、
思
い

や
れ
る
よ
う
な
経
験
を
子
ど
も
た

ち
に
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
心

の
豊
か
な
人
に
成
長
し
ま
す
。
そ

の
基
礎
に
な
る
の
が
、
身
近
な
人

と
の
あ
い
さ
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

週
末
に
な
る
と
、
い
つ
も
子
ど

も
を
外
に
連
れ
出
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
「
お
父
さ
ん
と
一
緒
に

遊
ぶ
」
と
言
っ
て
く
れ
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
た
西
脇
の
中
学
生
や
高
校
生

を
見
習
っ
て
、
親
子
で
楽
し
く
社

会
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
児
の
父

　
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

　　

あ
い
さ
つ
は
心
と
心
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩

で
す
。
短
い
時
間
で
相
手
に
自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
る
「
心
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
す
る
方
も
さ
れ

る
方
も
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。

豊
か
な
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く

た
め
に
、
私
た
ち
大
人
も
あ
い
さ

つ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
見
直
し
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
け
る
と

い
い
で
す
ね
。

き
ら
ら
夏
祭
り
２
０
１
４

 　
大
抽
選
会
や
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
福
引
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

◆
と
き　

7
月
19
日（
土
）
午
後
3
時
〜

◆
と
こ
ろ　

八
幡
神
社
（
下
戸
田
）

◆
問
合
せ　

夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
☎
22‐2
5
5
3
）

 

西
脇
し
ば
ざ
く
ら
通
り
謝
恩
夏
ま
つ
り

 　
恒
例
の
よ
さ
こ
い
や
手
踊
り
、
重
春
幼
稚
園
児
の
演
技

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

◆
と
き　

7
月
23
日（
水
）
午
後
5
時
〜

◆
と
こ
ろ　

北
は
り
ま
旬
菜
館
駐
車
場

◆
問
合
せ　

西
脇
し
ば
ざ
く
ら
通
り
商
店
会
協
同
組
合

（
☎
22‐8
5
5
8
）

 

川
下
神
社
夏
ま
つ
り
「
か
わ
っ
さ
ん
」

 　
先
着
１
，５
０
０
名
に
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
豪
華
賞
品
が

当
た
る
大
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

◆
と
き　

7
月
30
日（
水
）
午
後
4
時
〜
神
事

◆
と
こ
ろ　

川
下
神
社
（
戎
町
）

◆
問
合
せ　

西
脇
区
事
務
所
（
☎
22‐2
1
2
7
）

ふれあい広場

き行◆◆◆西な◆◆◆川当◆◆

みんなでみんなでまちまちづくり♪づくり♪みんなでまちづくり♪

子
育
て　
　
　
闘
記

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
か
ら
の

お
た
よ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す

奮

子
育
て　
　
　
闘
記

奮

市民の皆さんのまちづくり活動を紹介します

このページは市民の皆さんと
一緒につくるページです。投
稿・登場をお待ちしています。
秘書広報課（市役所内線207）

今、「旬」の人や団体を紹介します。今、「旬」の人や団体を紹介します。

クローズクローズアップアップクローズアップ
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〰
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〰
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〰
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〰
〰
〰
〰
〰

国
境
を
越
え
て
、
西
脇
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い楽しく日本語を指導する松岡さん

楽しい雰囲気でレッツトライ！
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西
脇
市
国
際
親
善
交
流
協
会
の

松
岡
正
美
さ
ん
が
、
ひ
ょ
う
ご
国

際
交
流
団
体
連
絡
協
議
会
か
ら

「
草
の
根
国
際
功
労
賞
」
を
贈
ら

れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動

や
、
国
際
交
流
へ
の
貢
献
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　

　

今
か
ら
25
年
ほ
ど
前
、
西
脇
市

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
か
ら
多
く
の

方
が
働
き
に
来
て
い
ま
し
た
。
松

岡
さ
ん
は
、
日
本
語
が
あ
ま
り
上

手
で
な
い
彼
ら
が
日
常
生
活
に
困

っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
西
脇
で

の
生
活
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
し
た
。
平

成
2
年
に
西
脇
市
国
際
親
善
交
流

協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
を
機
に
、

松
岡
さ
ん
は
、
日
本
語
を
学
び
た

い
外
国
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の

「
に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ
」
を
友

人
2
人
と
開
き
ま
し
た
。
英
語
が

で
き
な
い
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
気

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
放
っ
て
お
け
な
い
」
が
原
動
力

　　

程
な
く
し
て
、
に
ほ
ん
ご
き
ょ

う
し
つ
は
評
判
と
な
り
、
現
在
は

常
時
15
人
程
度
の
生
徒
が
通
っ
て

い
ま
す
。

　

木
曜
日
の
夜
に
な
る
と
、
会
場

の
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
は
、
日
本
語
を
学
ぶ
生
徒
た
ち

の
熱
気
で
溢
れ
ま
す
。
彼
ら
が
日

本
語
を
学
ぶ
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
「
少

し
で
も
早
く
職
場
や
学
校
、
地
域

に
溶
け
込
ん
で
日
本
を
理
解
し
た

い
」
と
い
う
強
い
思
い
で
す
。
そ

の
た
め
、
指
導
に
当
た
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
は
、
日
本
語
を
教
え

る
と
同
時
に
、
職
場
や
学
校
の
中

で
必
要
な
日
本
の
習
慣
や
振
る
舞

い
方
な
ど
を
伝
え
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

松
岡
さ
ん
は
「
ま
っ
た
く
違
う

文
化
の
中
で
育
っ
て
き
た
人
た
ち

に
教
え
る
の
で
、
そ
れ
な
り
に
苦

労
も
あ
る
」
と
認
め
つ
つ
、「
生

徒
さ
ん
た
ち
が
次
第
に
生
き
生
き

と
し
て
く
る
の
が
嬉
し
い
」
と
、

や
り
が
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

本
業
の
介
護
職
以
外
に
、
犬
の

し
つ
け
方
教
室
の
主
宰
な
ど
多
忙

を
極
め
る
松
岡
さ
ん
で
す
が
、

「
困
っ
て
い
る
人
を
放
っ
て
お
け

な
い
性
分
だ
か
ら
」
と
笑
っ
て
、

今
日
も
教
室
に
向
か
い
ま
す
。

　
国
際
親
善
交
流
に
ご
協
力
を　

　　

松
岡
さ
ん
が
参
加
し
て
い
る
西

脇
市
国
際
親
善
交
流
協
会
は
、
西

脇
市
民
と
海
外
の
人
々
と
の
橋
渡

し
役
と
し
て
、
に
ほ
ん
ご
き
ょ
う

し
つ
の
開
催
を
は
じ
め
、
西
脇
市

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
レ
ン
ト
ン
市

市
民
団
の
歓
迎
交
流
事
業
や
、
海

外
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
、

そ
し
て
国
際
交
流
に
関
す
る
広
報

活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

協
会
で
は
会
員
を
募
集
中
で
す
。

ま
た
、
に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ
の

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
資
格
や
経
験
は

不
問
で
、
外
国
語
が
で
き
な
く
て

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も

国
境
を
越
え
た
友
人
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ　

西
脇
市
国
際
親
善
交

流
協
会
事
務
局
（
西
脇
商
工
会
議

所
☎
22‐3
9
0
1
）
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にしわきっ子にしわきっ子

いきいきにしわきっ子を募集しています。写真と紹介文、
連絡先を市役所2Ｆ秘書広報課へ郵送またはご持参ください。

耕三・あすか（鹿野町）
二人仲良く元気に成長してね。

にしわにしわにしわいき
いき♪

いき
いき♪

海野　稜太
　　　1歳

りょうた

耕大
5歳

こうだい

西脇市国際親善交流協会にほんごきょうしつ代表

松　岡　正　美　さん



このコーナーでは、
イベントやまちの
話題、団体の活動
などを紹介してい
ます。耳寄りな情
報は秘書広報課ま
で（市役所内線
207）。

紙面に載せきれな
いまちの話題がど
んどん届きます。
西脇市 facebook
で情報発信中！

話
の
ち
ま

題

Photo Gallery
まちの話題や風景を写真で紹介
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プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
メ
ジ
ャ
ー
大
会
「
第
82
回
日

本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
日
清
カ
ッ
プ
ヌ
ー

ド
ル
杯
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
選
手
に

は
西
脇
市
か
ら
副
賞
と
し
て
黒
田
庄
和
牛
を
贈

呈
。
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
で
は
、
西

脇
市
観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
黒
田
庄
和
牛

の
焼
肉
や
市
の
特
産
品
を
販
売
す
る
な
ど
、
市

の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

15

西脇市でプロゴルフのメジャー大会
〔６月５日～８日　ゴールデンバレーゴルフ倶楽部〕

片山市長から手嶋多一選手に西脇市から副賞とし
て黒田庄和牛10kgを贈呈

第８回兵庫県障害者のじぎくスポー
ツ大会陸上競技の部で、西脇市選手
団が総合優勝２連覇を達成（５月
24日、三木総合防災公園）

市役所２階の郷土作家ギャラリーで
「西脇市美術協会写真部展」を開催。
11人の作品14点を展示（７月31日
まで、西脇市役所）

アメダス観測機器の設置と気象観測
に関する20年にわたる協力に対し
気象庁から「大阪管区気象台長表
彰」（６月５日、にしわき経緯度地
球科学館テラ・ドーム）

　

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
レ
ン
ト
ン
市
へ
派

遣
さ
れ
る
中
学
生
親
善
使
節
団
の
結
団
式
が

あ
り
ま
し
た
。
派
遣
は
昭
和
62
年
か
ら
続
い

て
お
り
今
回
で
28
回
目
で
す
。
今
年
は
8
月

16
日
か
ら
11
日
間
、
14
人
の
中
学
生
が
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
異
文
化
を
体
験
。「
文

化
の
違
い
を
体
験
し
た
い
」「
日
本
文
化
を

伝
え
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

異文化を学び国際色豊かな人間に
〔６月12日　生涯学習まちづくりセンター〕

団長・随行員と派遣される14人の中学生

　

6
月
１
日
は
善
意
の
日
。
こ
の
日
に
ち
な

み
、
西
脇
市
上
下
水
道
協
同
組
合
が
学
校
園

の
設
備
補
修
、
西
脇
建
設
業
協
会
が
道
路
の

美
化
作
業
、
西
脇
市
少
林
寺
拳
法
協
会
や
高

齢
者
大
学
生
、
市
職
員
Ｏ
Ｂ
「
市
友
会
」
が

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清
掃
作
業
に
取

り
組
ん
だ
ほ
か
、
多
く
の
団
体
が
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

善意の日に各種団体が奉仕活動を実施
〔市内各所〕

西脇市上下水道協同組合による重春幼稚園の水道
施設点検と補修

西脇小学校３年生が環境体験学習の
一環で、アイガモを利用した無農薬
のコメ作りを体験（６月６日、西脇
市蒲江）

　
「
心
の
教
育
」
を
目
的
と
し
て
平
成
10
年

に
始
ま
っ
た
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

は
今
年
で
17
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
今
回
も
市
内
4

中
学
校
の
2
年
生
が
1
1
7
事
業
所
で
職
場

体
験
を
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
社
会
の
ル

ー
ル
や
厳
し
さ
、
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜

び
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
が
職
場
体
験
〜
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

〔
６
月
２
日
〜
６
日　

市
内
１
１
７
事
業
所
〕

心を込めてお店の開店準備（小洞天）

商品の棚卸し作業（キリン堂黒田
庄店）

図書の貸し出し業務を体験（西脇市図書館）

ギフトの包装に挑戦（ギフトサロン西山）

およそ10ｍの高さに張られたロープを渡る水平
渡過訓練（北はりま消防組合西脇消防署）

園児に絵本の読み聞かせ（西脇幼稚園）
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市民の皆さんに
役立つさまざまな
情報をお知らせ
　　します。　
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母
子
保
健
功
労
者
知
事
表
彰

　
・
藤
田　

位
さ
ん（
和
布
町
）

　

西
脇
市
多
可
郡
医
師
会
会
長
と

し
て
健
康
づ
く
り
の
推
進
お
よ
び

母
子
保
健
の
向
上
に
寄
与

　　
草
の
根
国
際
功
労
賞

　
・
松
岡　

正
美
さ
ん（
嶋
）

　

在
留
外
国
人
に
対
し
日
本
文
化

の
理
解
を
広
め
、
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
国

際
交
流
に
尽
力

　　
き
て
★
み
て
★
き
い
て
！　
　

　
あ
な
た
が
主
役
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
▼
と
き　

7
月
13
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
▼
と
こ

ろ　

市
民
会
館
▼
内
容　

ス
テ
ー

ジ
発
表
（
午
前
10
時
〜
舞
踊
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
発
表
／
ゲ
ス

ト
に
西
脇
高
校
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
）
▽
Ｎ
Ｓ
Ｋ
の
ど
自
慢
（
午
後

１
時
30
分
〜
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
生
伴
奏
で
歌
い
ま
す
）
▽
手

づ
く
り
趣
味
の
市
（
袋
物
・
竹
か

ご
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
と
ん
ぼ

玉
・
着
物
リ
メ
イ
ク
、
手
づ
く
り

お
菓
子
な
ど
の
展
示
販
売
）
▽

1
0
0
金
遊
び
市
（
金
魚
す
く

い
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
・

射
的
ゲ
ー
ム
・
く
じ
び
き
・
わ
た

が
し
ほ
か
／
１
回
1
0
0
円
）
▼

入
場
料　

無
料
▼
問
合
せ　

市
民

会
館
（
☎
22‐5
7
1
5
）

　
桂
文
珍
独
演
会

　JA
PA
N
 TO
U
R

　　
　
　
　

〜
一
期
一
笑
〜

　
▼
と
き　

10
月
4
日（
土
）午
後
２

時
〜
▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
▼
入
場
料　

3
，0
0
0
円

（
当
日
5
0
0
円
増
／
全
席
指
定
）

7
月
5
日（
土
）か
ら
発
売
▼
問
合

せ　

市
民
会
館（
☎
22‐5
7
1
5
）

 　
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ

　
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う

 

▼
と
き　

8
月
2
日（
土
）〜
3
日

（
日
）▼
対
象　

小
学
4
〜
6
年
生

（
市
内
在
住
在
学
）▼
と
こ
ろ　

秋

谷
公
園
内
▼
定
員　

30
名　

▼
参

加
費　

1
，0
0
0
円
▼
申
込
方

法　

印
鑑
を
持
参
の
う
え
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
に
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
▼
そ
の
他　

詳

細
は
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
し

ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

中
央

公
民
館
（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内

／
☎
22‐5
9
9
6
）

 　
高
校
生
に
よ
る

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

 

▼
と
き　

7
月
20
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ　

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
西
脇
区
会
館

（
セ
ン
テ
ィ
ア
西
脇
）3
階
▼
お
茶

券　

5
0
0
円
（
必
要
経
費
を
除

き
、
お
茶
券
収
入
は
あ
し
な
が
育

英
会
に
寄
付
）
▼
主
催　

西
脇
高

等
学
校
茶
道
部
・
西
脇
工
業
高
等

学
校
茶
道
部
▼
問
合
せ　

蓮
池
尚

子
さ
ん
（
☎
22‐3
7
9
0
）

 　
油
彩
画
ふ
た
り
展

　
（
藤
本
健
次
・
増
井
吉
三
）

 
▼
と
き　

7
月
2
日（
水
）〜
13
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
6
時
▼
と

こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅（
入
場
無

料
）
▼
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）▼
問
合
せ 

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
☎
23‐9
1
1
9
）

 　
二
人
展

　
（
草
木
染
・
リ
メ
イ
ク
・
か
づ
ら
）

 

▼
と
き　

7
月
16
日（
水
）〜
31
日

（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
6
時
▼
と

こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅
（
入
場
無

料
）
▼
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）▼
問
合
せ

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
☎
23‐9
1
1
9
）

 　
木
工
ふ
た
り
展

　
（
藤
田
幸
平
・
田
中
陽
三
）

 

▼
と
き　

7
月
16
日（
水
）〜
30
日

（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
6
時
▼
と

こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅
蔵
（
入
場

無
料
）
▼
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）▼
問
合
せ

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
☎
23‐9
1
1
9
）

 　
七
夕
・
ゆ
か
た
ま
つ
り

　
２
０
１
４

 

▼
と
き　

7
月
12
日（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
30
分
▼
と
こ
ろ

播
州
織
工
房
館
、
旧
来
住
家
住
宅

周
辺
▼
内
容　

抽
選
会
、
ゆ
か
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
1
回
目

／
午
前
11
時
〜
、
2
回
目
／
午
後

3
時
〜
）、
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
似

顔
絵
な
ど
）、
に
っ
し
ー
・
は
ば

た
ん
と
写
真
撮
影
▼
そ
の
他　

ゆ

か
た
着
用
で
来
ら
れ
た
方
（
先
着

1
0
0
名
）
に
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
▼
問
合
せ　

播
州
織
工
房
館

（
☎
22‐3
7
7
5
）

表　
　

彰

ス
ポ
ー
ツ

税
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Information

会
▼
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え

て
次
記
へ
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
総
合
市
民
セ
ン
タ

ー
内
／
☎
22‐5
9
9
6
）

　　
少
林
寺
拳
法
教
室

　
▼
と
き　

7
月
22
日
〜
9
月
9
日

（
毎
週
火
曜
日
）午
後
7
時
〜
9
時

／
全
8
回
▼
と
こ
ろ　

総
合
市
民

セ
ン
タ
ー
武
道
館
▼
対
象　

幼
稚

園
児
以
上
▼
定
員　

30
名
▼
参
加

費　

幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生

1
，0
0
0
円
▽
高
校
生
・
一
般

2
，0
0
0
円
▼
指
導　

西
脇
市

少
林
寺
拳
法
協
会
▼
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て
次
記
へ
▼
申
込

み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
22

‐5
9
9
6
）

　　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　　

近
畿
税
理
士
会
西
脇
支
部
の
税

理
士
が
、
税
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。 

▼
と
き　

7
月
10
日（
木
）
午
後

１
時
〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
女
性
コ

ー
ナ
ー
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
黒
田
庄
地
区
会
館
（
黒
っ
こ
プ

ラ
ザ
）
小
会
議
室
▼
問
合
せ　

近

畿
税
理
士
会
西
脇
支
部
（
☎
32

‐2
5
4
0
）

月
19
日（
火
）〜
22
日（
金
）
午
前

8
時
30
分
〜
9
時
30
分
▼
参
加
料

１
コ
ー
ス
に
つ
き
3
，0
0
0
円

▼
申
込
方
法　

申
込
書
と
参
加
料

を
添
え
て
次
記
へ
。
7
月
１
日

（
火
）か
ら
各
コ
ー
ス
開
始
日
の

前
々
日
ま
で
受
付
▼
問
合
せ　

天

神
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
☎
22

‐0
0
7
2
）

　　
陸
上
競
技
教
室

　
▼
と
き　

7
月
22
日（
火
）〜
31
日

（
木
）午
前
8
時
30
分
〜
正
午

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
全
8
回
）▼

と
こ
ろ　

都
麻
の
郷
交
流
グ
ラ
ウ

ン
ド
▼
対
象　

小
学
4
〜
6
年
生

お
よ
び
中
学
生
の
初
心
者
▼
定
員

約
40
名
▼
参
加
費　

1
，0
0
0

円
▼
指
導　

西
脇
市
陸
上
競
技
協

後
藤
泰
造
さ
ん（
☎
22‐0
2
3
3
）

※
天
神
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温

　

水
プ
ー
ル
は
、
市
民
体
育
大
会

　

の
た
め
、
午
後
2
時
ま
で
一
般

　

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　　
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

　
▼
と
き　

Ａ
コ
ー
ス（
3
歳
〜
小

学
6
年
生
・
定
員
40
名
）／
7
月

22
日（
火
）〜
25
日（
金
）午
前
8
時

30
分
〜
9
時
30
分
▽
Ｂ
コ
ー
ス

（
5
歳
〜
小
学
6
年
生
・
定
員
40

名
）／
7
月
29
日（
火
）〜
8
月
１

日（
金
）午
前
8
時
30
分
〜
9
時
30

分
▽
Ｃ
コ
ー
ス
（
3
歳
〜
小
学
１

年
生
・
定
員
30
名
）／
8
月
5
日

（
火
）〜
8
日（
金
）午
前
8
時
30
分

〜
9
時
30
分
▽
Ｄ
コ
ー
ス（
小
学

生
〜
中
学
生
・
定
員
40
名
）／
8

　　
第
61
回
西
脇
市
民
体
育
大
会

　
夏
季
水
泳
競
技
大
会

 

▼
と
き　

7
月
27
日（
日
）午
前
8

時
45
分
〜
▼
と
こ
ろ　

天
神
池
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

小
学

生
以
上
（
幼
稚
園
以
下
は
要
問
合

せ
）▼
部
門　

小
学
生
の
部
、
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般
の
部
、
壮
年

の
部
（
参
加
種
目
は
部
門
に
よ
っ

て
異
な
る
）
▼
申
込
締
切　

7
月

15
日（
火
）／
小
・
中
学
生
は
各
学

校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
▼
申

込
み　

生
涯
学
習
課
（
総
合
市
民

セ
ン
タ
ー
内
／
☎
22‐5
9
9
6
）

▼
問
合
せ　

西
脇
市
水
泳
協
会　

７月は「社会を明るくする運動」強調月間

　「社会を明るくする運動」は、今年で64回
目を迎える全国的な運動です。すべての国民
が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの
更生について理解を深め、犯罪や非行のない
地域をつくるために、一人ひとりが考え、参
加するきっかけづくりを目指しています。
　テレビや新聞では、毎日のように事件のニ
ュースが報道されています。安全で安心な暮
らしはすべての人の望みです。犯罪や非行を
する人を生み出さない家庭や地域づくりをす
ることは、とても大切なことなのです。
　西脇多可保護司会では、関係機関等と連携
して「社会を明るくする運動」の啓発活動を行
います。安全で安心な暮らしを実現するため
に、今何が求められているのか、自分には何
ができるのかを、皆さんで考えてみませんか。
◆問合せ　福祉総務課（市役所内線317）

催　

し

～犯罪や非行を防止し、
　　　　　立ち直りを支える地域のチカラ～
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募　
　

集

18広報にしわき　平成26年7月号広報にしわき　平成26年7月号

　　
成
人
式
運
営
委
員
募
集

　　

思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
す
る

た
め
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
か
ら
運

営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
で
平
成
27
年

１
月
に
成
人
式
を
迎
え
る
方
▼
募

集
締
切　

7
月
31
日（
木
）
▼
委

員
会
の
日
程　

9
月
中
に
第
１
回

運
営
委
員
会
を
開
催
予
定
▼
申
込

み
・
問
合
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
☎
22‐4
0
0
0
）

　　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
学
習 

　
支
援
者
）
募
集

　　

西
脇
市
国
際
親
善
交
流
協
会
で

は
「
に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ
」
の

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
学
習
支

援
者
）
を
募
集
中
で
す
。
経
験
や

語
学
力
は
不
問
で
す
。

▼
と
き　

毎
週
木
曜
日
午
後
7
時

30
分
〜
9
時
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
▼
申
込

み
・
問
合
せ　

西
脇
市
国
際
親
善

交
流
協
会
事
務
局
（
西
脇
商
工
会

議
所
内
／
☎
22‐3
9
0
1
）

　　
応
急
手
当
普
及
員
講
習
会

　 

け
が
や
病
気
で
突
然
倒
れ
た
方

に
対
し
て
行
う
応
急
手
当
や
そ
の

指
導
方
法
を
習
得
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
す
で
に
普
通
救
命
講
習
受

講
済
み
の
方
の
受
講
を
お
勧
め
し

ま
す
。

▼
と
き　

8
月
20
日（
水
）〜
22
日

（
金
）ま
で
の
3
日
間
。
い
ず
れ
も

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
▼
と

こ
ろ　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
▼
募
集
定
員　

5
名
（
市

内
在
住
在
勤
の
方
で
地
域
・
職
場

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
方
）
▼
受
付
期
間　

7
月
１
日

（
火
）〜
16
日（
水
）▼
受
講
料　

無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

西
脇
消

防
署
救
急
係
（
☎
22‐0
1
1
9
）

　　
上
級
救
命
講
習
会

　　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
に
加
え
、
止
血
法
や
搬
送
法

等
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
7
日（
日
）
午
前

9
時
〜
午
後
6
時
▼
と
こ
ろ　

西

脇
消
防
署
▼
募
集
定
員　

15
名
▼

受
付
期
間　

7
月
１
日（
火
）〜
9

月
2
日（
火
）
▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

西
脇
消
防

署
救
急
係
（
☎
22‐0
1
1
9
）

　　
播
磨
看
護
専
門
学
校　

オ
ー
プ

　
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

　　

見
て
・
聞
い
て
・
交
流
し
て
、

看
護
学
生
の
気
分
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
専
門
的
な
知
識
、
技

術
を
養
え
る
学
校
で
す
。

▼
と
き　

8
月
5
日（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午
▽
8
月
9
日（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ　

播

磨
看
護
専
門
学
校
（
加
東
市
家
原

8
1
2‐1
）▼
対
象　

高
校
生
以

上
▼
内
容　

学
校
の
概
要
説
明
、

模
擬
授
業
、
校
内
見
学
、
在
校
生

と
の
交
流
、
個
別
相
談
▼
申
込
期

限　

7
月
31
日（
木
）
▼
申
込
方

法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
▼
持
参
物　

上
靴
▼
申
込
み
・

問
合
せ　

播
磨
看
護
専
門
学
校

（
☎
42‐3
9
6
1
）

　　
放
送
大
学
10
月
生
募
集

　　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
第
2

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料

を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間　

8
月
31
日（
日
）ま

で
▼
資
料
請
求
・
問
合
せ　

放
送

大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
0

7
8‐8
0
5‐0
0
5
2
）
▽
姫

路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
☎
0

7
9‐2
8
4‐5
7
8
8
）

　　
子
ど
も
美
術
展
作
品
募
集

　　

夏
休
み
に
行
わ
れ
る
西
脇
市
子

ど
も
芸
術
祭
「
子
ど
も
美
術
展
」

の
絵
画
・
書
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

中
学
生
以
下
▼
規
格

▽
絵
画
（
版
画
、
デ
ザ
イ
ン
）
四

つ
切
画
用
紙
サ
イ
ズ
の
み
（
そ
れ

よ
り
小
さ
い
作
品
は
四
つ
切
画
用

紙
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
）
▽
書

半
紙
・
画
仙
紙
1
／
4
・
画
仙
紙

▼
募
集
期
間　

7
月
26
日（
土
）〜

8
月
10
日（
日
）
▼
表
彰　

入
賞

者（
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
入
選
）

に
は
表
彰
状
・
記
念
品
▼
提
出

先
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
22

‐5
9
9
6
）

入
賞
・
入
選
作
品
の
展
示　

▼
と
き　

8
月
30
日（
土
）〜
31
日

（
日
）▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
▼
そ

の
他　

最
優
秀
・
優
秀
作
品
は
北

海
道
富
良
野
市
の
「
子
ど
も
美
術

展
」
に
出
品

　　
西
脇
市
文
化
祭
・
文
芸
ま
つ
り

　
作
品
募
集

　　

毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
文
芸

ま
つ
り
の
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・

随
筆
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
数　

俳
句
･
川
柳
は

１
人
2
句
以
内
、
短
歌
は
１
人
１

首
、
随
筆
（
4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
2
枚
以
内
）
は
１
人
１
作
品
。

小
中
学
生
は
各
部
門
１
人
１
点
の

み
応
募
で
き
随
筆
部
門
の
募
集
は

な
し
▼
募
集
締
切　

8
月
１
日

（
金
）必
着
。
募
集
要
項
は
市
役
所

・
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
市
民

会
館
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
▼
表
彰　

特
選
各
3
点
・
佳

作
各
20
〜
30
点
（
随
筆
は
若
干
）。

10
月
12
日（
日
）
に
総
合
市
民
セ

ン
タ
ー
で
表
彰
式
と
各
部
門
（
俳

句
第
61
回
・
短
歌
第
58
回
・
川
柳

第
31
回
・
随
筆
第
30
回
）
を
開

催
▼
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
22‐5

9
9
6
）

19

　　
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
○
西
脇
谷
町
住
宅
（
１
戸
）

〔
概
要
〕

　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
65
㎡
／

　

家
賃
2
7
，7
0
0
円
〜
／

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
あ
り

○
西
脇
日
野
ヶ
丘
住
宅
（
１
戸
）

〔
概
要
〕

　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
65
㎡
／

　

家
賃
2
5
，6
0
0
円
〜
／

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
あ
り

▼
募
集
区
分　

3
人
以
上
世
帯

（
合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
の
夫
婦

ま
た
は
婚
約
者
と
の
2
人
世
帯
の

場
合
は
申
し
込
み
可
）
▼
申
込
受

付　

7
月
16
日（
水
）午
前
8
時
30

分
〜
9
時
ま
で
都
市
住
宅
課
で
受

付
（
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超

え
る
と
き
は
午
前
9
時
に
抽
選
で

決
定
）
▼
必
要
書
類　

都
市
住
宅

課
に
あ
る
「
県
営
住
宅
入
居
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
必

要
書
類
は
、
申
し
込
み
ま
た
は
当

選
し
て
か
ら
県
の
基
準
に
基
づ
き

準
備
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
▼
申
込
資
格　

兵

庫
県
内
に
居
住
し
て
い
る
か
勤
務

先
が
あ
る
方
▽
そ
の
他
収
入
基
準

等
の
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
▼
申

込
み
・
問
合
せ 

都
市
住
宅
課（
市

役
所
内
線
2
8
0
･
2
8
2
）

休日・夜間相談についてはお問い合わせください。

相談料 30分 5,400 円（税込）

7月下旬に高齢受給者証をお送りします
　８月１日は国民健康保険高齢受給者証の更新
日です。国保に加入している70歳から74歳の
方には、７月下旬に新しい高齢受給者証をお送
りします。
　医療機関で受診される際には、保険証と一緒
に高齢受給者証を提示してください。入院や通
院などで医療費が高額になる場合、医療機関の
窓口でのお支払いが自己負担割合に応じた限度
額までとなります。ただし食事代や部屋代など
は別途負担が生じます。
◎自己負担割合
　自己負担割合は高齢受給者証の送付時にお知
らせします。
・平成26年４月１日までに70歳になった方
　⇒１割
・平成26年４月２日以降に70歳になった方
　⇒２割
・誕生日にかかわらず一定の所得がある方
　⇒３割
◎高齢受給者証の有効期限
　新しい高齢受給者証の有効期限は平成27年7
月末日までです。
※平成26年8月1日～平成27年7月末日までに
　75歳になる方は誕生日の前日までです。
◆問合せ
　市民課保険担当（市役所内線253・254）

国民健康保険加入の方へ

　年齢を重ねても、筋力は鍛えると向上します。簡単な体操を
身につけて筋肉の「貯筋」をしていくことが大切です。地域包
括支援センターでは、市内の在宅介護支援センターと協力して
「貯筋くらぶ」を開催します。
◆とき　９月～12月の間（週１回／全12回）◆対象　市内在住
の65歳以上の方で主治医から運動を禁止されていない方◆募
集人数　各会場先着20名程度◆参加費　無料（送迎なし）◆問
合せ　地域包括支援センター（長寿福祉課内／市役所内線351）

地区介護予防運動教室『貯筋くらぶ』参加者募集

西脇市社会福祉協議会在宅介護支援センター
 　担当：濱田　　☎：23－9122

みぎわ園在宅介護支援センター
　 担当：川﨑　　☎：22－9000

楽寿園在宅介護支援センター
　 担当：益田　　☎：23－7700

在宅介護支援センターオンベリーコ
　 担当：久下　　☎：25－0020

在宅介護支援センター向陽苑
　 担当：片岡　　☎：28－3293

金曜・午後２時～

月曜・午前10時～

月曜・午後１時30分～

火曜・午後１時30分～

木曜・午後１時30分～

木曜・午前10時～

木曜・午後２時～

西脇区会館

野村町公民館

萩ヶ瀬会館

日野地区会館

大野隣保館

比延地区会館

黒田庄福祉センター

会　場 開催曜日・時間 申　込　み
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お
知
ら
せ

福祉タクシー
～該当者の方に案内を送付します～
　８月１日現在で満80歳以上の高
齢者や重度の障害がある方を対象
にタクシーの初乗り料金を助成す
る福祉タクシー券を交付します。
　いずれも所得制限がありますの
で、該当する方には、７月下旬に
社会福祉協議会から案内を送付し
ます。
　タクシー券交付の申請は、社会
福祉協議会で受付します（郵送可）。
◆問合せ
　長寿福祉課長寿福祉担当（市役
　所内線369・368）／福祉総務
　課障害福祉担当（市役所内線　
　342・262）

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額は（　）内の金額となります。
　「負担限度額認定証」の認定期間は、申請月の初日から翌年の7月31日となり、申請月を過去にさかのぼっての
　認定はできません。

■１日あたりの負担限度額

利用者の負担段階

市
民
税　
　

非
課
税
世
帯

居住費の負担限度額
ユニット型準個室 従来型個室 多床室

820円

820円

1,310円

1段階

2段階

3段階

490円

490円

1,310円

0円

320円

320円

300円

390円

650円

食費の
限度額

490円
（320円）

490円
（420円）

1,310円
（820円）

老齢福祉年金受給者およ
び生活保護受給者

合計所得金額＋課税年金
収入が80万円以下の人

上記の2段階以外の人

ユニット型個室

介
護
保
険

子
育
て

20広報にしわき　平成26年7月号広報にしわき　平成26年7月号

　　
都
市
計
画
区
域
の
区
域
区
分
見

　
直
し
素
案
の
閲
覧

　　

市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化
調

整
区
域
の
区
域
区
分（
線
引
き
）の

見
直
し
に
係
る
市
素
案
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
素
案

に
対
し
て
意
見
等
が
あ
る
方
は
、

閲
覧
期
間
中
に
市
長
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間　

7
月
7
日（
月
）〜

28
日（
月
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
▼
閲
覧
場
所
・
問
合
せ 

都

市
住
宅
課
（
市
役
所
内
線
2
8
5

･
2
8
6
）

　　
平
野
東
工
場
公
園
地
区

　
地
区
計
画
素
案
の
縦
覧

　　

こ
の
地
区
計
画
は
、
平
野
東
工

場
公
園
に
お
け
る
建
築
ル
ー
ル
を

定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人
や

利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
、

市
長
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

7
月
9
日（
水
）〜

22
日（
火
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
▼
縦
覧
場
所
・
問
合
せ 

都

市
住
宅
課
（
市
役
所
内
線
2
8
3

･
2
8
6
）

21

　　
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

　
好
親
善
事
業
」
参
加
募
集

　　

日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労
働

省
か
ら
委
託
お
よ
び
補
助
を
受
け
、

戦
没
者
遺
児
と
な
っ
た
方
を
対
象

に
、
旧
満
州
、
旧
ソ
連
等
へ
赴
き
、

慰
霊
追
悼
な
ら
び
に
現
地
住
民
と

の
友
好
親
善
を
行
い
ま
す
。
実
施

地
域
、
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局
（
☎
0
3

‐3
2
6
1‐5
5
2
1
）
へ
。

▼
参
加
費　

9
万
円
▼
申
込
み

一
般
財
団
法
人
兵
庫
県
遺
族
会

（
☎
0
7
8‐3
4
1‐2
9
5
2
）

　　
７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い

　
運
動
月
間
」

　 

毎
年
夏
は
献
血
の
協
力
者
が
減

り
ま
す
。
安
定
し
た
す
べ
て
の
血

液
製
剤
確
保
の
た
め
、
4
0
0
ml

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

健
康
課
（
市
役
所
内

線
3
5
5
）

　　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
西
脇
警
察

署
管
内
で
の
人
身
事
故
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守

し
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　

7
月
15
日（
火
）〜
24
日

（
木
）の
10
日
間
▼
運
動
の
重
点　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全
▽

自
転
車
の
交
通
安
全
▽
飲
酒
運
転

な
ど
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根

絶
▽
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
徹
底
▼
問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
市
役
所
内
線
3
9
2
）

　　
図
書
館
・
郷
土
資
料
館
は
夏
季

　
休
業
中
無
休
、９
時
開
館
し
ま
す

　　

図
書
館
と
郷
土
資
料
館
は
月
曜

日
が
休
館
で
す
が
、
夏
休
み
期
間

中
は
無
休
で
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、

通
常
午
前
10
時
の
開
館
を
１
時
間

早
め
て
午
前
9
時
に
開
館
し
ま
す
。

読
書
や
勉
強
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
無
休
お
よ
び
９
時
開
館
の
期
間

7
月
21
日（
月
）〜
8
月
31
日（
日
）。

閉
館
は
通
常
ど
お
り
午
後
6
時
▼

問
合
せ　

図
書
館（
☎
23‐5
9
9

1
）
▽
郷
土
資
料
館（
☎
23‐5
9

9
2
）

　　
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い

　　

平
成
24
年
度
か
ら
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
１
階
交
流
サ

ロ
ン
を
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

開
放
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
勉

強
や
、
外
出
の
際
の
涼
み
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
内
線
5
2
1
）

　　
郷
土
資
料
館
の
寄
贈
者

　

（
5
月
受
付
分
）

・
兵
庫
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

繊
維
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

（
野
村
町
）
乾
板
55
点

・
播
州
織
振
興
対
策
協
議
会
、
兵

庫
県
織
物
協
同
組
合
連
合
会

（
鹿
野
町
）織
物
サ
ン
プ
ル
3
箱

・
藤
井
芙
那
路
さ
ん
（
嶋
）
腕
時

計
ほ
か
5
点

・
仙
崎
俊
明
さ
ん
（
加
東
市
）
書

籍
「
組
織
と
色
糸
効
果
」
ほ
か

33
点

・
脇
坂
俊
夫
さ
ん
（
明
楽
寺
町
）

炊
飯
器
ほ
か
8
点

・
匿
名　

フ
ル
エ
2
点

▼
問
合
せ　

郷
土
資
料
館（
☎
23

‐5
9
9
2
）

　　
ア
ピ
カ
駐
車
場
出
庫
ゲ
ー
ト
改

　
修
工
事

　　

駐
車
券
等
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
券
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
場
内
掲
示
板
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
工
事
予
定
日　

7
月
8
日（
火
）

〜
9
日（
水
）▼
問
合
せ　

都
市
住

宅
課（
市
役
所
内
線
2
8
6
）▽
ア

ピ
カ
西
脇
管
理
事
務
所
（
☎
22

‐8
5
0
2
）

ガソリン等燃料の持ち運びにご注意をサマージャンボ宝くじ
◆発売　7月4日（金）～25日（金）
　宝くじの収益金は各都道府県
の販売実績等に応じて交付され
ますので、ぜひ県内の売り場で
お買い求めください。
◆問合せ　（公財）兵庫県市町村
　振興協会（☎078-322-1151）

ボランティア募集ーしばざくら荘
　老人保健施設しばざくら荘で活動している女性ボラ
ンティアグループ「舫（月曜グループ）」では仲間を募
集しています。
◆活動日　毎週月曜日の午後（2～3時間程度）
◆活動内容　おしぼり巻き、ベッドメイキング、テー
　ブル清掃、利用者さんとのコミュニケーションなど
◆問合せ　老人保健施設しばざくら荘（☎23-5958）

経済センサス-基礎調査・商業統計調査
　　　　　　　調査への回答は、調査員に調査票を提
　　　　　　出する方法のほか、インターネットから
　　　　　　でもご回答いただけます。平成26年経
　　　　　　済センサス-基礎調査・商業統計調査の
対象はすべての事業所および企業です。調査にご協力
をよろしくお願いします。
◆問合せ　情報政策課（市役所内線265）

　草刈機など農機具の燃料のガソリンや混合ガソリン
を運搬する際は、ガソリン用の携行缶としての性能試
験において基準に適合した容器でなければなりません。
適合したものには「試験確認済証KHK危険物保安技
術協会」の表示が付されています。
◆問合せ
　西脇消防署危険物係（☎22-0119）

紙
面
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。

年　
　

金

　　
加
古
川
年
金
事
務
所
の

　
出
張
年
金
相
談

　
▼
相
談
日　

7
月
24
日（
木
）午
前

10
時
30
分
〜
午
後
2
時
▼
と
こ
ろ

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
1
階
視
聴
覚

室
▼
受
付
期
間　

7
月
1
日（
火
）

〜
23
日（
水
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
事
前
予
約
制
、
土
・
日

・
祝
日
を
除
く
）
▼
受
付
定
員　

14
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
相
談
内
容　

年
金
相
談
、
年
金

請
求
手
続
き
。
代
理
相
談
に
は
委

任
状
が
必
要
。
請
求
手
続
き
は
事

前
に
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
▼
持
参
物　

年
金
手
帳
、

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
な
ど
▼
そ
の

他　

車
で
ご
来
場
の
際
は
総
合
市

民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

加

古
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
0
7
9‐4
2
7‐4
7
4
3
）

　　
障
害
基
礎
年
金

　　

国
民
年
金
加
入
中
に
病
気
や
け

が
な
ど
で
障
害
の
状
態
に
な
り
、

障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
2
級
に

該
当
し
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
免
除

期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
3
分
の

2
以
上
必
要
で
す
（
直
近
１
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ
ば
よ

い
と
い
う
特
例
も
あ
り
ま
す
）。

　

20
歳
前
に
病
気
や
け
が
に
よ
っ

て
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
方
は
、

障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
2
級
に

該
当
す
れ
ば
20
歳
か
ら
（
障
害
認

定
日
が
20
歳
以
後
の
場
合
は
障
害

認
定
日
か
ら
）
受
給
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
本
人
に
一
定
額
以
上
の

所
得
や
他
年
金
の
受
給
が
あ
る
場

合
、
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　

市
民
課
年
金
担
当

（
市
役
所
内
線
2
5
0
･
2
5
1
）

　　
児
童
手
当
の
現
況
届

　　

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
お

急
ぎ
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
方
に

は
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
提

出
さ
れ
な
い
と
、
6
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

児
童
福
祉
課
（
市
役

所
内
線
3
7
5
）

　　
居
住
費
・
食
費
の
負
担
を
軽
減

　　

市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
所
得

が
少
な
い
方
に
も
、
介
護
保
険
施

設
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
を
含
む
）
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
前
年
所
得
に
応
じ
て
居

住
費
（
滞
在
費
）
と
食
費
に
負
担

限
度
額
を
設
け
、
自
己
負
担
を
軽

減
し
て
い
ま
す
（
下
表
）。
軽
減

を
受
け
る
に
は
「
負
担
限
度
額
認

定
証
」
が
必
要
で
す
。
長
寿
福
祉

課
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
に
は
有
効
期
間
が
6
月
30
日

で
終
了
の
た
め
申
請
の
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ

の
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

長
寿
福
祉
課
（
市
役

所
内
線
3
3
8
）

もやい
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市役所 市民相談室

生涯学習まちづくりセンター

総合福祉センター

総合福祉センター

市役所 児童福祉課

①障害者地域活動支援センター

②障害者相談支援センター
　「ぱれっと」

総合福祉センター

ワークホームタンポポ

市役所 農業委員会事務局

青少年センター教育相談室

市役所 児童福祉課

市役所 生活環境課
（消費生活センター）

市役所 北側相談室

市役所 児童福祉課

①地域包括支援センター
②在宅介護支援センター

毎月第2・4金曜日
午後1時～4時30分
毎月第3火曜日
午後1時～3時
毎月第1・3水曜日
午後1時30分～4時
毎週月曜日
午後1時～4時
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時
①毎週月～金曜日
　午前9時～午後5時
②毎週月～金曜日
　午前8時～午後5時
毎週火・金曜日
午後2時～4時
毎週火・金曜日
午後1時～3時
毎月第3金曜日
午前10時～正午
毎週木曜日
午前9時30分～午後4時30分
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後4時

毎週月・水・木曜日
午前10時～午後4時

毎月第１・３水曜日
午後1時30分～午後3時30分

毎週月・水・金曜日
午前8時30分～午後4時

相談日、時間は施設により
異なります。

法律に関する相談。希望者は秘書広報課（内線207）へ予約が必要。
担当：弁護士
国の行政が行っている仕事などについての苦情や意見、要望など。
担当：行政相談委員　問合せ：秘書広報課（内線207）
人権の保護、プライバシーの侵害。
担当：人権擁護委員　問合せ：まちづくり課人権室（内線520）
家庭内のもめごとや悩みごとなど。　担当：民生委員・児童委員
問合せ：社会福祉協議会（☎22-5400）
配偶者やパートナーからの暴力などに関する相談。
問合せ：児童福祉課（内線261・337）
①障害者やその家族を対象にした相談　　担当：相談支援専門員
　問合せ：障害者相談支援センター　うぃーぶねっと（☎28-4433）
②障害や障害者への虐待に関する相談　　担当：相談支援専門員
　問合せ：障害者相談支援センター　ぱれっと（☎25-0551）
身体障害者福祉全般。
担当：身体障害者相談員　問合せ：身体障害者福祉協会（☎22-2727）
知的障害（児）者やその家族を対象にした相談。
担当：専門指導相談員　問合せ：ワークホームタンポポ（☎22-8149）
農地申請、農業者年金の手続き、農地紛争など。
担当：市農業委員　問合せ：農業委員会（内線324）
教育に関する悩みごと教育全般。　担当：カウンセラー
問合せ：青少年センター（☎22-8080）
幼児、児童、生徒についての心配ごとや悩みなど。
担当：家庭児童相談員　問合せ：児童福祉課（内線341）
契約・借金の返済などによるトラブル（予約者を優先します）。
担当：市消費生活相談員　問合せ：生活環境課（内線394）
※火・金曜日：多可町消費生活センター（生活安全課内）が利用できます。
住宅建物全般（リフォーム、耐震診断など）に関する相談。
担当：（一社）兵庫県建築士事務所協会北はりま支部
予約：都市住宅課（内線279）
母子・父子家庭等の悩みや相談ごとなど。
担当：市母子自立支援員　問合せ：児童福祉課（内線261・337）
高齢者の生活や介護に関する相談。　問合せ：次の各施設
①市役所地域包括支援センター（内線351）・②各在宅介護支援センター
◆みぎわ園（☎22-9000）・楽寿園（☎23-7700）・向陽苑（☎28-3293）
　オンベリーコ（☎25-0020）・西脇市社会福祉協議会（☎23-9122）

法 律 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

心 配 ご と 相 談

ＤＶ被 害 者 相 談

障 害 者 相 談

身体障害者相談

知的障害（児）者相談

農 家 相 談

教 育 相 談

家 庭 児 童 相 談
 
消 費 生 活 相 談多 重 債 務 　 　

住 宅 相 談

　
母子・父子等相談
　

在 宅 介 護 相 談

相談内容 場　　　所 相　談　日 内　　　　容

編集室から

○平成26年7月1日～8月5日分健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定

対　象　者 場　　所実施日時行　 事　 名

母子健康手帳の交付

3 か 月 児 健 診

1歳6か月児健診

3 歳 児 健 診

10か月児乳児相談

健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

献 血

歯 科 訪 問

26年3月生

26年4月生

24年12月生

23年6月生

25年9月生

希 望 者

希 望 者

健康づくりセンター
に申込みが必要

歯科医院に通院困難な方
健康づくりセンターに（　　申込みが必要　　）

   8:30～17:15

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

   9:30～11:00

   9:30～11:00

   9:30～11:30

   9:45～10:45

13:30～16:00

   9:30～11:30

13:30～16:00

13:30～15:00

月～金曜日（祝日を除く）

　7月　1日(火)

　8月　5日(火)

　7月　9日(水)

　7月25日(金)

　7月17日(木)

第1・3水曜日（祝日は除く）

　7月24日(木)

　7月　7日(月)

　7月　7日(月)

　7月24日(木)

　7月24日(木)

　7月16日(水)

健康づくりセンター

みのり農協黒田庄支店

㈱エーコープ近畿桜丘店

㈱ユタックス

西脇病院

自　　　宅

22広報にしわき　平成26年7月号広報にしわき　平成26年7月号

　　
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　　

高
温
多
湿
に
な
る
6
月
〜
9
月

は
、
細
菌
が
原
因
の
食
中
毒
が
多

く
発
生
し
ま
す
。
食
中
毒
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
次
の
3
つ
の
食
中
毒

予
防
の
原
則
に
注
意
し
て
、
家
庭

で
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

①
食
中
毒
の
原
因
菌
を
食
べ
物
に

つ
け
な
い　

こ
ま
め
に
手
洗
い
を

す
る
。
包
丁
や
ま
な
板
な
ど
の
調

理
器
具
は
そ
の
都
度
洗
う
②
食
べ

物
に
付
着
し
た
細
菌
を
増
や
さ
な

い　

購
入
し
た
食
品
は
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
低
温
で

保
存
す
る
③
食
べ
物
に
付
着
し
た

細
菌
を
や
っ
つ
け
る　

食
品
の
中

心
部
ま
で
し
っ
か
り
と
加
熱
す
る

▼
問
合
せ　

健
康
課
（
市
役
所
内

線
3
5
5
・
3
5
6
･
3
6
0
）

　　
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　 

熱
中
症
は
気
温
な
ど
の
環
境
条

件
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
体
調

や
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
な
ど
が
影

響
し
て
起
こ
り
ま
す
。
気
温
が
高

く
な
い
日
で
も
、
湿
度
が
高
く
風

が
弱
い
日
や
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ

て
い
な
い
時
は
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
熱
中
症
の
予
防
法　

こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
。
大
量
に
汗
を
か
い

た
ら
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で

塩
分
も
補
給
▽
保
冷
剤
や
冷
た
い

タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や
し
て
、

体
温
の
上
昇
を
防
ぐ
▽
室
内
で
も

温
度
を
測
り
、
暑
さ
を
感
じ
な
く

て
も
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
用

す
る
▽
外
出
時
は
、
日
傘
や
帽
子

の
着
用
な
ど
涼
し
い
服
装
を
心
が

け
、
こ
ま
め
に
休
憩
し
水
分
補
給

▼
問
合
せ　

健
康
課（
市
役
所
内
線

3
5
5
・
3
5
6
･
3
6
0
）

　　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん
の

　
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　　

麻
し
ん
・
風
し
ん
は
、
毎
年
春

か
ら
夏
に
か
け
て
流
行
が
み
ら
れ

ま
す
。
流
行
期
に
は
外
出
を
避
け
、

人
ご
み
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
、

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　

健
康
課
（
市
役
所
内

線
3
5
5
・
3
5
6
･
3
6
0
）

【
麻
し
ん
】

　

平
成
26
年
に
入
り
患
者
数
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
0
〜
1
歳
児
の
患
者

が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
麻

し
ん
は
感
染
力
が
強
く
、
感
染
す

る
と
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
定
期
予
防
接
種
の
対
象

年
齢
に
な
れ
ば
速
や
か
に
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
風
し
ん
】

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に

か
か
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
に
も
感
染
し
、
耳
が
聞
こ
え

に
く
い
、
目
が
見
え
に
く
い
、
生

ま
れ
つ
き
心
臓
に
病
気
が
あ
る
、

健　
　

康

23

○西脇市役所････････････☎22-3111
保健・医療・福祉
○西脇病院･･････････････☎22-0111
○西脇多可休日急患センター☎23-5380
○老人保健施設しばざくら荘☎23-5958
○社会福祉協議会〔萩ヶ瀬会館〕☎22-5400
○西脇消防署････････････☎22-0119
○黒田庄消防駐在所･･････☎28-5119
○住民サービス公社･･････☎23-2802
○斎場〔やすらぎ苑〕････☎22-3644
○春日浄水場････････････☎22-7213
○みどり園･･････････････☎23-2808
生活・文化・交流・スポーツ
○生涯学習まちづくりセンター
〔マナビータ・プラザ〕･･☎22-3111
○市民会館･･････････････☎22-5715

○総合市民センター（中央公民館）
〔カルチャーセンター〕･･☎22-5996
○子育て学習センター････☎28-5702
○図書館････････････････☎23-5991
○郷土資料館････････････☎23-5992
○岡之山美術館･･････････☎23-6223
○にしわき経緯度地球科学館
〔テラ・ドーム〕････････☎23-2772
○青少年センター････････☎22-4000
○日本のへそ日時計の丘公園
〔オートキャンプ場〕････☎28-4851
〔フォルクスガーデン〕･･☎28-5120
○青年の家･･････････････☎22-3703
○アピカホール･･････････☎23-9000
○天神池スポーツセンター☎22-0072
○古窯陶芸館････････････☎22-3000

　西脇市では、避難情報や気象情報な
どの防災情報と、不審者情報や火災情
報などの緊急情報を携帯電話のメール
で配信しています（登録は無料）。

メール登録方法

手順1

手順2

「にしわき防災ネット」にアクセス

ホームページで設定

インターネット接続できる携帯電話やパソコン
から、下記Ａ～Ｃのいずれかの方法で「にしわ
き防災ネット」にアクセスしてください。

 ● ＡＢの方
　ホームページ内の「→→→西脇市設定登録は 
　こちら！」から空メールを送ってください。
　仮登録メールが届くので登録をお願いします。
 ● Ｃの方
　防災ネットからメールが届くので、接続して
　地区設定などをお願いします。

A URL http://bosai.net/nishiwaki/を直接入力

B 右のQRコードを接写

hy＠bosai.netに空メールを
送信

〈問合せ〉防災対策課　市役所内線365

C

ＱＲコード

にしわき防災ネット

　７月は行事が目白押しでした。中学生が地域で就業体験するトライ
やるウィークやプロゴルフのメジャー大会、姉妹都市レントン市に向
かう中学生親善使節団の結団式、消防操法大会など◆慣れない環境に
戸惑いつつ作業に集中する中学生や、日本最難関のコースに挑むプロ
ゴルファー、海外生活への期待に胸躍らせる生徒たち、一秒を競う消
防団員など…そこにはさまざまな「まなざし」が◆６月19日に行わ
れた経済産業省による地元企業への支援説明会では、自社に有利な施
策を聞き逃すまいと懸命にメモをとる社員の姿もありました◆「挑戦
する西脇」。７月の梅雨空に、ふとそんな言葉が浮かびました【Ｙ】

発
達
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
な
ど

「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い

う
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

風
し
ん
の
免
疫
力
が
弱
い
と
さ

れ
る
24
歳
〜
40
歳
代
の
方
は
、
予

防
接
種
で
免
疫
を
つ
く
る
こ
と
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
妊
娠
中
は
風

し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
女
性
の
方
は

妊
娠
さ
れ
る
前
に
予
防
接
種
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

●
幼
児
の
麻
し
ん
風
し
ん
混
合　

　
（
Ｍ
Ｒ
）の
定
期
予
防
接
種

▼
対
象　

第
1
期
：
1
歳
〜
2
歳

未
満
の
方
▽
第
2
期
：
幼
稚
園
児

お
よ
び
保
育
園
の
5
歳
児
（
平
成

20
年
4
月
2
日
〜
平
成
21
年
4
月

1
日
生
ま
れ
）
▼
接
種
期
限　

平

成
27
年
3
月
31
日
▼
実
施
機
関　

市
内
指
定
医
療
機
関

●
成
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用

　

の
助
成

▼
対
象　

①
昭
和
38
年
4
月
2
日

〜
平
成
2
年
4
月
1
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
②
妊
婦
の
同
居
家
族
で
、
昭

和
38
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
▼
助

成
額　

1
人
に
つ
き
1
回
ど
ち
ら

か
▽
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
3
，0
0
0

円
▽
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
5
，0
0
0
円
▼
実
施
期
限　

平
成
27
年
3
月
31
日
▼
実
施
機
関

市
内
指
定
医
療
機
関

くらしのダイヤル

相　談　窓　口

■自衛官募集

■集合税（市県民税・固定資産税）　　第２期分
■国民健康保険税　　　　　　　　　　第２期分
■固定資産税（法人・共有名義等）　　第２期分

＊納付書で７月 31日（木）までに納付してください。口座振替
お申し込み済みの方は、７月 31日（木）にお申し込み口座か
ら振り替えます。口座振替のお申し込みは、市内金融機関、
ゆうちょ銀行・郵便局、市税務課窓口で受け付けています。

税の納期限（7月31日）
受付期間 試験日 合格発表

一般

技能

通年 受付時に案内 試験時に案内

◆問合せ　自衛隊兵庫地方協力本部　加古川地域事務所（☎079－426－3290）
　　　　　　　　　　　　　　　　　青野原分駐所（☎0794－66－7959）
◆自衛官募集ＨＰ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

種目 応募資格

予備自衛
官補

18歳以上34歳未満の者
７月１日（火）～
９月19日（金）

10月３日（金）～
10月６日（月）の間
の指定された1日

11月14日（金）
18歳以上55歳未満の国家資格等を
有する者（資格により年齢制限あり）

自衛官候補生
（男子）

採用予定月の１日現在
18歳以上27歳未満の男子
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チーズポークカツレツ
～自家製トマトソース～

　

昭
和
3
年
（
1
9
2
8
年
）
に
、
播
丹

日
日
新
聞
社
が
現
在
の
西
脇
市
と
多
可
町

内
か
ら
景
勝
地
8
ヵ
所
を
選
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
「
多
可
八
景
」
と
い
い
、
そ
の
う

ち
六
景
は
西
脇
市
内
に
あ
り
ま
す
。

◇
童
子
山
公
園
（
西
脇
）

◇
岡
之
山
公
園
（
比
延
町
）

◇
丸
山
公
園
（
黒
田
庄
町
喜
多
・
前
坂
）

◇
野
村
瀧
（
野
村
町
）

◇
春
日
神
社
（
黒
田
庄
町
田
高
）

◇
荘
厳
寺
（
黒
田
庄
町
黒
田
）

　

い
ず
れ
も
市
内
の
景
勝
地
と
し
て
、
現

在
で
も
一
見
の
価
値
が
あ
る
場
所
で
す
。

平
成
26年
7月
1日
発
行

広
報
　
に
し
わ
き

2014
7

N
o.１１４

アイタケ（べにたけ科）
西脇市動植物生態調査研究グループ

　アイタケは梅雨の頃から秋にかけて
発生する夏のキノコの代表ですが、発
生も少なくめったに出会うことがあり
ません。また、表面が青緑色でキノコ
の中では珍しい色をしています。
　傘は10㎝前後で生長すると、表面
はひび割れ亀甲状の模様を呈し、そり
返った形となります。
　このキノコは食用になり、汁物とし
て頂くととても風味がよいそうです。
よく似た形の毒キノコも少ないので間
違うことも少なく、安心できます。
　薄暗い梅雨空の樹林内で目立つ傘の
色は「ここにいるぞ」と言わんばかり
です。

多
可
八
景

4

発
行
／
西
脇
市
　
　
〒
677‒8511 西

脇
市
郷
瀬
町
605 TEL.0795(22)3111 FA

X.0795(22)1014
編
集
／
総
務
部
秘
書
広
報
課
　
　
西
脇
市
HP／

http://w
w
w
.city.nishiw

aki.lg.jp

北はりま旬菜館の〝旬野菜〟を
使ったレシピをお届けします。

とうもろこし
　手軽においしく食べられる調理法としておすすめし
たいのが、電子レンジによる加熱です。皮をむき、ひ
げをきれいに取り除いたら、さっと水洗いして塩を振
り、ラップを巻いて6分程度加熱すると、蒸した場合
と同じようにうま味が凝縮されます。ひと手間加えて、
ハケで2、3度しょうゆを塗り、網で軽く焼けば、こ
んがり香ばしい焼きとうもろこしができあがります。

24広報にしわき　平成26年7月号
まちのうごき（6月1日現在）　人口/42,780人（－17人）　男性/20,553人　女性/22,227人　世帯数/16,723世帯

特集
【作り方】………チーズポークカツレツ
②　豚肉は叩いて薄くし、塩・コショウで下味をつける。
③　②に小麦粉⇒溶き卵⇒パン粉の順につけ、たっぷりのオリーブオイルでじ
　っくり焼き揚げる。

④　最後にチーズをのせ、盛りつければ出来上がり♪

【作り方】………トマトソース
①　トマト、タマネギ、ニンニクを細かく刻んでローリエと一緒に油をひいた
　フライパンへ入れ、弱火でじっくり煮る。最後に塩・コショウで味を調え
　る。

【材　料】
トマト……………
タマネギ……………
ニンニク……………
塩・コショウ………
オリーブオイル…

（2人分）
中6個
1個
1片
適量

大さじ1

【材　料】
豚肉…………………
小麦粉………………
卵……………………
パン粉………………
オリーブオイル…
パセリ………………

（2枚）
2枚
適量
1個
適量

大さじ3
適量

西
脇
市
の
魅
力
、
観
光
資
源
、
史
跡
、

伝
統
行
事
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▲童子山からの眺め ▲春日神社の拝殿

▲紅葉で有名な荘厳寺


